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第 １ 章  人 口 減 少 の 現 状 と 課 題 の 構 造  

１-１ 人口とは何か ― その構造と変動要因 ― 

（１）人口は社会を支える基盤である 

人 口 は 、 単 な る 数 の 集 計 で は な く 、 社 会 を 構 成 す る 最 も 基 礎 的 な 資 源 で あ

り 、 あ ら ゆ る 営 み の 前 提 条 件 で あ る 。  

学 校 や 病 院 、 交 通 網 、 商 業 施 設 、 行 政 サ ー ビ ス な ど の 公 共 的 機 能 は 、 人 口

規 模 に 応 じ て 成 立 し て お り 、 人 口 の 増 減 は 地 域 の 「 生 活 の 質 」 に 直 結 す る 。

人 口 が 減 少 す れ ば 、 利 用 者 や 担 い 手 が 減 り 、 そ れ に よ っ て 社 会 基 盤 の 維 持 が

難 し く な り 、 単 位 人 口 あ た り の 維 持 コ ス ト が 増 大 す る 傾 向 に あ る 。  

し た が っ て 、 人 口 は 社 会 の 持 続 可 能 性 を 測 る 最 も 基 本 的 な 指 標 で あ る 。  

（２）人口は自然動態と社会動態で変動する 

人 口 変 動 は 大 き く 二 つ の 要 因 に よ っ て 生 じ る 。  

第 一 に 「 自 然 動 態 」 と 呼 ば れ る 出 生 と 死 亡 の 差 で あ る 。 出 生 数 は 社 会 の 将

来 を 担 う 世 代 の 厚 み を 決 め る 要 素 で あ り 、 死 亡 数 は 高 齢 化 の 進 行 で 増 加 す

る 。  

第 二 に 「 社 会 動 態 」 と 呼 ば れ る 移 動 に よ る 変 化 で あ る 。 都 市 部 へ の 人 口 集

中 や 地 方 か ら の 流 出 、 国 境 を 越 え た 移 民 ・ 移 住 も 含 め 、 都 市 集 中 と グ ロ ー バ

ル 化 の 進 展 に よ り 、 こ の 動 き は 加 速 し て い る 。  

人 口 の 維 持 に は 、 自 然 動 態 と 社 会 動 態 の 双 方 を 総 合 的 に 把 握 す る こ と が 欠

か せ な い 。  
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（３）人口変動の特徴と社会への影響 

人 口 変 動 の 特 徴 は 、 短 期 的 に は 大 き く 変 わ り に く く 、 長 期 的 に は 社 会 全 体

の 構 造 を 変 え る 力 を 持 つ 点 に あ る 。  

出 生 率 や 死 亡 率 の 変 化 は 世 代 を ま た い で 影 響 し 、 数 十 年 単 位 で 社 会 の 骨 格

を 形 づ く る 。 ま た 、 移 動 に よ る 変 化 は 、 都 市 化 や 過 疎 化 な ど 地 域 間 の 人 口 格

差 を 拡 大 さ せ る 要 因 と な る 。  

結 果 と し て 、 労 働 力 の 供 給 、 社 会 保 障 制 度 な ど の 行 政 サ ー ビ ス の 持 続 可 能

性 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 維 持 と い っ た 課 題 が 浮 上 す る 。  

し た が っ て 、 人 口 問 題 は 単 な る 人 口 数 の 増 減 で は な く 、 社 会 の 設 計 そ の も

の を 左 右 す る 「 構 造 的 課 題 」 で あ る 。  

１-２ 世界と日本の人口動向 ― 地域偏在の進展 ― 

（１）世界人口の増加と減少の二極化 

世 界 人 口 は 2022 年 に 80 億 人 を 突 破 し 、 2080 年 代 半 ば に 約 103 億 人 で

ピ ー ク を 迎 え る 見 通 し 。 そ の 後 は 緩 や か に 減 少 へ 向 か う が 地 域 差 が 大 き い 。  

サ ハ ラ 以 南 の ア フ リ カ で は 増 加 が 続 き 、 ナ イ ジ ェ リ ア な ど は 将 来 的 に 人 口

大 国 と な る 見 込 み で あ る 。  

南 ア ジ ア （ 特 に イ ン ド ） は 増 加 か ら 安 定 化 へ 移 行 し つ つ あ り 、 東 ア ジ ア や

ヨ ー ロ ッ パ の 一 部 で は す で に 減 少 が 進 ん で い る 。  

一 方 、 北 米 や 西 欧 で は 出 生 率 は 比 較 的 安 定 し て お り 、 移 民 の 流 入 も 相 ま っ

て 総 人 口 は お お む ね 横 ば い で 推 移 し て い る が 、 国 内 で は 都 市 集 中 が 顕 著 で あ

る 。  
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世界の総人口 

 

国連経済社会局人口課 

https://population.un.org/wpp/graphs?loc=900&type=Probabilistic%20Projections&category=Population&subcategory

=1_Total%20Population 

※ グラフ中の各線の説明文の和訳 

  median：中央値   

80% prediction interval：80%の確率でこの範囲内となる予測区間 

95% prediction interval: 95%の確率でこの範囲内となる予測区間 

80% without migration uncertainty：転出入などの移動の不確実性を除外した 80%予測区間 

95% without migration uncertainty：転出入などの移動の不確実性を除外した 95%予測区間 

observed：今まで観測された値 

+/- 0.5 child：出生率が想定より 0.5 高い/低い場合のシナリオ 

60 sample trajectories：起こり得る将来人口推移の 60 標本の軌跡（60 通りの可能性） 

（２）日本の人口減少と少子高齢化 

日 本 は 2008 年 に 総 人 口 が ピ ー ク を 迎 え 、 す で に 減 少 局 面 に 入 っ て い る 。

国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 （ 令 和 ５ 年 推 計 ） の 中 位 推 計 に よ れ ば 、

2050 年 に は 1 億 468 万 人 、 2056 年 に 1 億 人 を 下 回 り 、 2070 年 に 8700

万 人 と な る 。 2100 年 に つ い て は 長 期 参 考 推 計 で 6300 万 人 程 度 と 見 込 ま れ

る 。  
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特 に 、 生 産 年 齢 人 口 の 急 減 は 労 働 力 不 足 を 深 刻 化 さ せ 、 同 時 に 高 齢 化 に 伴

う 社 会 保 障 費 の 増 大 が 国 ・ 自 治 体 の 財 政 を 圧 迫 し て い る 。  

日 本 は 世 界 に 先 駆 け て 「 人 口 減 少 」 と 「 超 高 齢 化 」 を 同 時 に 経 験 す る 課 題

先 進 国 で あ る 。  

日本の総人口 

 
国連経済社会局人口課 

https://population.un.org/wpp/graphs?loc=900&type=Probabilistic%20Projections&category=Population&subcategory

=1_Total%20Population 

 

※ グラフ中の各線の説明文の和訳 

  median：中央値   

80% prediction interval：80%の確率でこの範囲内となる予測区間 

95% prediction interval: 95%の確率でこの範囲内となる予測区間 

80% without migration uncertainty：転出入などの移動の不確実性を除外した 80%予測区間 

95% without migration uncertainty：転出入などの移動の不確実性を除外した 95%予測区間 

observed：今まで観測された値 

+/- 0.5 child：出生率が想定より 0.5 高い/低い場合のシナリオ 

60 sample trajectories：起こり得る将来人口推移の 60 標本の軌跡（60 通りの可能性） 
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（３）東京一極集中と地方の空洞化 

日 本 に お い て は 、 人 口 減 少 に 加 え 、「 東 京 一 極 集 中 」 が 大 き な 課 題 と し て

挙 げ ら れ る 。  

若 者 を 中 心 に 地 方 か ら 東 京 圏 へ の 転 出 超 過 が 長 期 的 に 続 き 、 地 方 の 産 業 ・

医 療 ・ 教 育 な ど 多 方 面 で の 担 い 手 不 足 を 一 層 深 刻 化 さ せ て い る 。  

東 京 圏 は 依 然 と し て 転 入 超 過 が 続 い て お り 、 人 口 ・ 経 済 の 集 積 が 強 ま る 一

方 で 、 地 方 で は 少 子 化 ・ 高 齢 化 ・ 人 口 流 出 が 重 な り 、 地 域 社 会 の 持 続 可 能 性

が 危 機 に 瀕 し て い る 。  

 

１-３ 人口減少とは ─ 何が問題で、なぜ対策が必要なのか ― 

（１）人口減少は「社会構造の変化」である 

人 口 減 少 は 単 な る 数 の 変 化 で は な く 、 労 働 力 、 消 費 、 教 育 、 医 療 、 交 通 、

コ ミ ュ ニ テ ィ 、 税 収 な ど 、 地 域 を 支 え る あ ら ゆ る 機 能 に 連 鎖 的 に 影 響 を 及 ぼ

す 社 会 構 造 の 変 化 で あ る 。  

特 に 地 方 で は 、 人 口 規 模 が 一 定 を 下 回 る と 地 域 維 持 に 必 要 な 閾 値 を 割 り 込

み 、 機 能 の 縮 退 が 連 鎖 的 に 進 み 、 回 復 が 困 難 に な る 。  

（２）人口減少は「自然減」と「社会減」の複合構造で進行する 

人 口 減 少 は 、 出 生 数 が 死 亡 数 を 下 回 る 「 自 然 減 」 と 、 転 出 超 過 に よ る 「 社

会 減 」 の 二 つ が 同 時 進 行 す る こ と で 加 速 す る 。 出 生 率 の 向 上 に は 長 い 時 間 を

要 し 、 若 者 の 転 出 は 進 学 ・ 就 職 に 伴 う 構 造 要 因 の た め 、 短 期 的 に 反 転 さ せ る

こ と は 難 し い 。  

こ の 複 合 構 造 こ そ が 、 地 方 の 人 口 減 少 を 深 刻 化 さ せ て い る 。  
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（３）人口減少の本質的な問題は「地域の持続可能性」の喪失である 

人 口 が 減 る こ と 自 体 で は な く 、 地 域 の 基 盤 が 維 持 で き な く な る こ と が 深 刻

な 問 題 で あ る 。  

▸医 療 ・ 福 祉  ： 人 材 不 足 、 施 設 縮 小 、 介 護 負 担 の 増 加  

▸教 育 ・ 子 育 て ： 学 校 統 廃 合 、 保 育 士 不 足 、 機 会 格 差  

▸産 業 ・ 雇 用  ： 労 働 力 不 足 、 事 業 承 継 困 難 、 経 済 規 模 の 縮 小  

▸地 域 社 会   ： 自 治 活 動 の 担 い 手 不 足 、 孤 立 の 拡 大 、 文 化 継 承 の 困 難  

▸行 政 サ ー ビ ス ： 税 収 減 、 人 材 確 保 難 、 自 治 体 機 能 の 低 下  

人 口 減 少 は 地 域 全 体 の 制 度 的 ・ 経 済 的 基 盤 を 揺 る が す 総 合 的 な 持 続 可 能 性

の 危 機 で あ る 。  

（４）人口減少は「避けがたい流れ」であり、「構造的な問題」である 

出 生 率 の 低 迷 、 出 産 世 代 の 減 少 、 若 者 の 転 出 と い う 複 合 的 構 造 に よ り 、 人

口 減 少 は 今 後 も 続 く 。  

し た が っ て 、 短 期 的 な 数 値 改 善 を 狙 う の で は な く 、「 人 口 が 減 っ て も 維 持

で き る 社 会 構 造 」 へ の 転 換 こ そ が 本 質 的 な 対 応 で あ る 。  

 

１-４ 人口減少対策 ― 若者と女性に選ばれる鳥取県：定常化と強靱化 ― 

（１）人口減少と対策の基本的考え方 

人 口 減 少 は 長 期 に わ た る 構 造 問 題 で あ り 、 従 来 型 の 人 口 増 加 政 策 で は 対 応

で き な い 。 民 間 有 識 者 に よ る 人 口 戦 略 会 議 は 『 人 口 ビ ジ ョ ン 2100』 に お い

て 、 人 口 減 少 の ペ ー ス を 抑 え て 将 来 の 安 定 化 を め ざ す 「 定 常 化 」 と 、 人 口 が

減 っ て も 地 域 の 暮 ら し と 機 能 を 維 持 す る 「 強 靱 化 」 と い う 二 つ の 戦 略 を 提 示

し て い る 。  
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日 本 社 会 は す で に 人 口 減 少 の 本 格 期 に 入 り 、 と り わ け 鳥 取 県 で は そ の 影 響

が 早 期 に 顕 著 と な っ て い る 。 求 め ら れ る の は 、 人 口 減 少 の 速 度 を 緩 め る 「 定

常 化 」 と 、 人 口 減 少 を 前 提 に 社 会 を 再 設 計 す る 「 強 靱 化 」 と い う 二 本 柱 で あ

り 、 両 者 は 相 互 に 補 完 し 合 う 。  

ま た 、 こ の 二 本 柱 の 基 盤 と な る の が 、「 若 者 と 女 性 が 地 域 に 根 づ き 、 将 来

を 選 べ る 環 境 づ く り 」 で あ る 。 若 者 ・ 女 性 の 流 出 が 続 け ば 定 常 化 は 成 り 立 た

ず 、 担 い 手 の 減 少 は 強 靱 化 も 機 能 さ せ な い 。 し た が っ て 「 若 者 と 女 性 に 選 ば

れ る 鳥 取 県 」 は 、 す べ て の 対 策 を 支 え る 前 提 条 件 で あ る 。  

以 上 を 踏 ま え 、 本 提 言 に お け る 人 口 減 少 対 策 の 構 造 を 以 下 の よ う に 整 理 す

る 。  

（２）人口減少対策の構造 

人口減少対策 

├ ➀人口定常化対策 ＝ 人口減少を抑制する対策 

│  ├ 自然減対策 

│   │  ├ 出生数対策 ※出生数増は安心して産み育てられる社会づくりの結果 

│   │ └ （死亡数対策） ※死亡数は政策的にコントロールできない 

│   └ 社会減対策 

│      ├ （転出対策）  ※若者の流出を抑制せず、転出を前提に考える 

│      └ 転入対策  ※U ターンを促進、転入は強靱化対策の成果 

└ ②社会強靱化対策 ＝ 人口減少を前提に社会を再設計する対策 

├ 持続可能な社会の再設計 

│ ├ 空間と機能の再設計 

│ └ 社会関係の再設計 

      └ 縮小の中での持続的成長 

├ 地域資源を活かした新しい経済循環の創出 

├ 人材と学びの再構築 

└ 文化・景観・記憶の継承と再生 
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第 ２ 章  人 口 定 常 化 対 策  

２-１ 定常化の定義と必要性 ― 人口減少トレンドの安定化を目指して ― 

（１）定常化とは何か ― 人口を元に戻すことではない ― 

定常化とは、➀人口減少の速度を抑制し、②将来的に一定の規模で安定させることを

目指す、人口戦略会議が示した人口減少対策の基本的方向性である。 

同会議は、2024 年１月の『人口ビジョン 2100』で、2100 年までに総人口 8000 万

人規模で人口が定常化することを目標とすべきと明確に示した。 

これは「人口を増やす」ことではなく、減少の流れを緩和し、安定した社会構造へ移

行することを目指すものであり、地域社会においてもこの方向性を踏まえた戦略的対

応が求められている。 

（２）なぜ定常化が必要か ― 定常化は強靱化と表裏一体 ― 

急 激 に 人 口 減 少 が 進 展 す れ ば 、 制 度 や サ ー ビ ス の 再 構 築 が 追 い 付 か ず 、 地

域 社 会 の 基 盤 そ の も の が 崩 壊 し か ね な い 。 定 常 化 の 意 義 の 一 つ は 、 人 口 減 少

の ス ピ ー ド を 緩 め る こ と で 、 社 会 の 再 設 計 に 必 要 な 時 間 と 余 力 を 確 保 し 、 強

靱 化 対 策 を 着 実 進 め る こ と に あ る 。  

一 方 で 、 ど れ ほ ど 社 会 を 強 靱 化 し て も 、 人 口 が 際 限 な く 減 少 し 続 け れ ば 、

地 域 の 再 生 産 力 は 維 持 で き な い 。 し た が っ て 、 強 靱 化 を 進 め る た め に も 、 一

定 の 人 口 規 模 を 維 持 す る こ と が 必 要 で あ る 。  

こ の よ う に 、 定 常 化 は 強 靱 化 の た め の 「 時 間 を つ く る 」 も の で あ り 、 強 靱

化 は 定 常 化 を 「 持 続 さ せ る 基 盤 」 を つ く る も の で あ る 。 こ の 二 つ の 戦 略 を 一

体 的 に 推 進 す る こ と が 、 人 口 減 少 時 代 の 本 質 的 な 対 応 で あ る 。  
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（３）人口定常化対策の構造 ― 自然減対策と社会減対策 ― 

定 常 化 は 、 自 然 減 対 策 と 社 会 減 対 策 と い う 二 つ の 柱 か ら 成 り 立 つ 。 し か

し 、 こ れ ら 二 つ の 柱 を 支 え る 前 提 と し て 、「 若 者 と 女 性 に 選 ば れ る 地 域 環

境 」 が 不 可 欠 で あ る 。  

【自然減対策】 出生数 ＞ 死亡数 

出 生 数 が 死 亡 数 を 下 回 る 状 態 （ 自 然 減 ） を 緩 和 し 、 将 来 的 に 出 生 数 の 回 復

を 目 指 す 。  

・ 合 計 特 殊 出 生 率 を 人 口 置 換 水 準 の 2.07 に 近 づ け る 。  

・ 安 心 し て 第 2 子 、 第 3 子 が 育 て ら れ る 社 会 環 境 づ く り 。  

・ 効 果 が 人 口 構 造 に 反 映 さ れ る ま で 20～ 30 年 か か る 長 期 課 題 。  

【社会減対策】 転入数 ＞ 転出数 

転 出 超 過 に よ る 減 少 （ 社 会 減 ） を 緩 和 し 、 人 の 流 れ を 「 循 環 」 に 変 え る こ

と を 目 指 す 。  

▸若 者 の 流 出 を 止 め る の で は な く 、 出 て も 戻 れ る 、 関 わ れ る 地 域 づ く り  

を 前 提 と す る 。  

▸U タ ー ン 率 の 向 上 を 具 体 的 指 標 と し て 重 視 す る 。  

▸I タ ー ン 、 関 係 人 口 の 拡 大 は 、 社 会 の 強 靱 化 施 策 と 連 動 す る 。  

＜前提条件＞ 若者と女性に選ばれる鳥取県 

自 然 減 ・ 社 会 減 対 策 は 、 若 者 と 女 性 が 地 域 に 根 づ き 、 将 来 を 選 べ る 環 境 が

整 っ て こ そ 実 効 性 を 持 つ 。 流 出 が 続 け ば 定 常 化 は 成 立 せ ず 、 担 い 手 が 減 れ ば

強 靱 化 も 機 能 し な い 。  

し た が っ て 、「 若 者 と 女 性 に 選 ば れ る 鳥 取 県 づ く り 」 を 、 自 然 減 ・ 社 会 減

対 策 の 根 底 を 支 え る 基 盤 と し て 位 置 づ け る 。  
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２-２ 自然減対策 ― 安心して結婚し、子どもを産み育てられる社会へ ― 

（１）自然減とは何か ― 出生数 ＜ 死亡数 ― 

自 然 減 と は 、 出 生 数 が 死 亡 数 を 下 回 る こ と に よ り 人 口 が 減 少 し て い く 現 象

で あ る 。 背 景 に は 、 主 に 以 下 の 二 つ の 構 造 的 な 要 因 が あ る 。  

▸出 生 数 の 減 少  

  合 計 特 殊 出 生 率 の 低 下 、 婚 姻 数 の 減 少 、 若 年 女 性 人 口 の 減 少  

▸死 亡 数 の 高 止 ま り  

  高 齢 者 人 口 の 多 さ に よ る 一 時 的 な 高 水 準 の 死 亡 数 （ 長 期 的 に は 減 少 ）  

 

 

 

 

 

 

 

（２）自然減対策とは何か ― 自然減対策は出生数対策 ― 

自 然 減 対 策 と は 、 出 生 数 が 死 亡 数 を 上 回 る 状 態 を 目 指 す 取 組 で あ る が 、 死

亡 数 は 政 策 的 に コ ン ト ロ ー ル で き る 要 素 で は な い 。  

し た が っ て 、 自 然 減 の 本 質 的 な 要 因 で あ る 「 出 生 数 の 減 少 」 こ そ が 、 人 口

減 少 対 策 の 中 心 課 題 で あ り 、 出 生 数 の 回 復 こ そ が 自 然 減 対 策 の 核 心 で あ る 。  

（３）出生数対策の困難性 ― 個人の価値観やライフスタイルに基づく選択 ― 

出 生 数 を 人 口 置 換 水 準 に 引 き 上 げ る に は 、 社 会 全 体 と し て 平 均 的 に 2 人 以

上 の 子 ど も を 持 つ 家 庭 が 一 般 的 な 状 況 に な る 必 要 が あ る 。  

し か し 、 結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て は 個 人 の 価 値 観 に 基 づ く 選 択 で あ り 、 行 政 の

直 接 的 関 与 に は 限 界 が あ る 。  

●合計特殊出生率と人口置換水準 

合計特殊出生率とは、1 人の女性が一生のうちに産むとされる子どもの平均数を示す指標であ

り、15 歳から 49 歳の年齢別出生率を合計して算出する。人口を長期的に維持するには、夫婦 2

人が 2 人以上の子どもを持つ必要があるが、実際には全ての女性が結婚・出産をするわけではな

く、死亡やライフスタイルの多様化等も踏まえる必要がある。 

こうした要素を補正したうえで、人口を維持できる水準の合計特殊出生率を「人口置換水準」と

呼び、その目安は 2.07 とされている。 
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ま た 、 仮 に 回 復 し て も 効 果 が 人 口 構 造 に 現 れ る ま で 20～ 30 年 を 要 す る た

め 、 短 期 的 な 成 果 を 求 め る こ と は で き な い 。  

そ れ で も 今 対 策 を 講 じ な け れ ば 、 将 来 の 「 人 口 の 底 」 が さ ら に 深 ま り 、 地

域 の 持 続 可 能 性 が 損 な わ れ る 。  

（４）安心して結婚し、子どもを産み育てられる社会の結果としての出生数増 

自 然 減 対 策 の 本 質 が 出 生 数 の 回 復 に あ る と し て も 、 子 育 て 支 援 を 「 人 口 減

少 対 策 」 と し て の み 位 置 づ け る 社 会 で は 、 安 心 し て 出 産 ・ 子 育 て で き る と は

言 い 難 い 。  

必 要 な の は 、 若 者 や 女 性 が 将 来 に 希 望 を 持 っ て 生 活 で き る 地 域 社 会 を 構 築

し 、 出 産 や 子 育 て を 含 む 多 様 な 生 き 方 が 、 社 会 に と っ て 価 値 あ る 営 み と し て

尊 重 さ れ る 環 境 づ く り で あ る 。  

▸若 者 と 女 性 に 「 十 分 な 収 入 」・「 ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス 」・「 安 定 し た 雇  

用 」 を 確 保 し 、 自 分 ら し く 出 会 い や 結 婚 を 選 択 で き る 基 盤 づ く り  

▸子 ど も を 持 つ こ と に 対 す る 経 済 的 ・ 社 会 的 な 不 安 を 軽 減 す る 制 度 設 計  

▸出 産 ・ 育 児 等 で キ ャ リ ア が 分 断 さ れ な い 雇 用 環 境 ・ 働 き 方 創 出  

▸ひ と り 親 で も 安 心 し て 産 み 育 て ら れ る 環 境 整 備  

▸男 性 の 家 事 ・ 育 児 参 加 を 促 進 す る 制 度 ・ 職 場 文 化 の 構 築  

▸子 育 て 世 代 を 孤 立 さ せ ず 、 地 域 ・ 職 場 ・ 社 会 全 体 で 支 え る 風 土 の 醸 成  

▸ア ン コ ン シ ャ ス ・ バ イ ア ス （ 無 意 識 の 思 い 込 み ） へ の 気 づ き を 通 じ た  

固 定 的 性 別 役 割 分 担 意 識 、 ジ ェ ン ダ ー ギ ャ ッ プ の 解 消  

▸結 婚 、 出 産 、 育 児 を 含 む 、 多 様 な 生 き 方 が 尊 重 さ れ る 価 値 観 の 形 成  

こ れ ら を 、 制 度 と 文 化 の 両 面 か ら 総 合 的 に 進 め る こ と が 不 可 欠 で あ る 。 出

産 や 子 育 て を 「 特 別 な こ と 」 や 「 自 己 犠 牲 的 な 選 択 」 と し て で は な く 、 誰 も

が 選 択 可 能 な 人 生 の 一 部 と し て 受 け 止 め ら れ る 社 会 を 構 築 し て い く 必 要 が あ

る 。  
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２-３ 社会減対策 ― 人の流れを循環させる仕組み ― 

（１）社会減とは何か ― 転入数 ＜ 転出数 ― 

社 会 減 と は 、 他 地 域 へ の 転 出 が 転 入 を 上 回 る こ と に よ っ て 生 じ る 。 特 に 若

年 層 の 都 市 部 へ の 流 出 が 顕 著 で 、 地 方 で は こ の 社 会 減 が 人 口 減 少 の 主 因 と な

っ て い る 。  

そ の 背 景 に は 、 進 学 や 就 職 な ど の 機 会 、 ラ イ フ ス タ イ ル の 選 択 肢 が 都 市 部

に 集 中 す る と い う 構 造 的 な 偏 在 が あ る 。  

地 方 に は 教 育 ・ 雇 用 ・ 文 化 ・ 生 活 サ ー ビ ス な ど で 「 選 ば れ に く い 」 要 因 が

残 り 、 若 者 に と っ て は 「 地 元 を 離 れ る こ と 」 が 人 生 設 計 の 前 提 に な っ て い る

人 が 多 い の が 現 状 で あ る 。  

一 方 、 多 く の 自 治 体 が 移 住 ・ 定 住 促 進 に 取 り 組 み 、 一 定 の 成 果 も 見 ら れ る

が 、 依 然 と し て 転 出 数 が 転 入 数 を 上 回 り 、 焼 け 石 に 水 の 状 況 が 続 い て い る 。  

ま た 、 全 国 的 な 減 少 の 中 で 、 自 治 体 間 で 人 口 を 奪 い 合 う よ う な 移 住 競 争 に

も 限 界 が あ る 。  

東 京 圏 へ の 一 極 集 中 を 含 め 、 人 口 の 偏 在 と 移 動 の 問 題 は 、 個 別 自 治 体 の 取

組 を 超 え 、 広 域 的 か つ 国 家 的 な 視 点 で 再 設 計 す べ き 構 造 的 課 題 で あ る 。  

（２）社会減対策の基本的な考え方 ― 出ていく自由と戻れる地域づくり ― 

社 会 減 対 策 に お い て は 、 単 に 転 出 を 抑 制 し 、 外 部 か ら の 移 住 を 促 進 す る だ

け で は 、 持 続 可 能 な 地 域 社 会 の 形 成 に は つ な が ら な い 。  

特 に 、 若 者 の 進 学 や 就 職 に 伴 う 転 出 は 、 地 域 の 将 来 を 担 う 人 材 が 一 時 的 に

外 へ 出 て い く 過 程 と 捉 え る べ き で あ り 、 否 定 的 に 扱 う も の で は な い 。  

重 要 な の は 、 地 域 を 離 れ た 人 々 と の 関 係 を 継 続 し 、 将 来 的 に 再 び 地 域 と 関

わ る 契 機 を 確 保 す る こ と で あ る 。  
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そ の た め に は 、「 い つ で も 帰 る こ と が で き る 」 と 感 じ ら れ る 環 境 を 整 備

し 、 U タ ー ン や 関 係 人 口 の 拡 大 に つ な げ る こ と が 求 め ら れ る 。  

一 方 、 I タ ー ン に つ い て は 、 過 度 な 呼 び 込 み を 目 的 化 す べ き で は な い 。  

ま ず は 、 地 域 住 民 が 安 心 し て 暮 ら し 、 地 域 へ の 満 足 度 を 高 め る こ と を 優 先

し 、 そ の 結 果 と し て 移 住 希 望 者 が 自 然 に 増 え る よ う な 地 域 づ く り を 目 指 す べ

き で あ る 。  

ま た 、 転 入 者 が 定 着 し や す い 生 活 環 境 や 、 地 域 に 受 け 入 れ ら れ る 風 土 を 育

て る こ と が 、 地 域 に 求 め ら れ る 基 本 的 な 対 応 で あ る 。  

こ の よ う に 、 社 会 減 対 策 と は 、 出 て い く 自 由 を 前 提 に 地 域 と 人 と の 関 係 を

持 続 的 に 循 環 さ せ る 仕 組 み を 構 築 す る こ と を 目 指 す も の で あ る 。  

（３）社会減対策の具体的方向性 ― 人の流れを循環させる仕組みづくり ― 

社 会 減 を 「 出 て い く 自 由 」 と 「 戻 る ・ 関 わ る 可 能 性 」 の 両 面 か ら と ら え 、

人 口 の 流 動 性 を 前 提 と し た 地 域 社 会 の 新 し い 循 環 モ デ ル を 構 築 す る こ と が 重

要 で あ る 。 そ の 方 向 性 と し て 、 次 の 三 つ の 柱 が 求 め ら れ る 。  

①  若 者 の 自 由 な 選 択 と U タ ー ン を 支 え る 地 域 づ く り  

若 者 の 転 出 を 否 定 せ ず 、 地 域 外 で の 経 験 を 価 値 と し て 蓄 積 し 、 将 来  

的 に 地 域 へ 還 元 で き る 循 環 構 造 を 形 成 す る 。 地 元 と の 関 係 維 持 、 人  

材 の 還 流 促 進 、 地 域 へ の 誇 り と 帰 属 意 識 の 醸 成 、 良 質 な 雇 用 の 創 出  

が 柱 と な る 。  

②  I タ ー ン ・ 移 住 者 の 受 け 入 れ と 定 着 を 促 す 環 境 づ く り  

地 域 外 か ら の 新 た な 人 の 流 入 を 、 人 口 確 保 の 手 段 で は な く 、 地 域 の  

多 様 性 と 活 力 を 高 め る 契 機 と し て 位 置 づ け る 。 住 民 ・ 移 住 者 の 相 互  

理 解 を 基 礎 と し た 受 け 入 れ 体 制 、 生 活 基 盤 の 整 備 、 持 続 的 な 定 着 支  

援 を 進 め る こ と が 重 要 で あ る 。  
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③  関 係 人 口 の 拡 大 と 広 域 的 な 人 の つ な が り の 確 保  

地 域 に 定 住 し な く て も 多 様 な 形 で 関 わ る 人 々 を 増 や し 、 地 域 外 と の  

つ な が り を 新 た な 力 に 変 え る 。 都 市 と 地 方 、 県 内 外 を 結 ぶ ネ ッ ト ワ  

ー ク を 広 げ 、 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 関 係 づ く り を 推 進 す る 。  

２-４ まとめ ― 定常化に向けた総合的な方向性 ― 

人 口 減 少 の 定 常 化 と は 、 減 少 そ の も の を 止 め る こ と で は な く 、 そ の 速 度 を

緩 や か に し 、 社 会 が 持 続 的 に 適 応 で き る 時 間 と 余 力 を 確 保 す る こ と で あ る 。

そ の 実 現 に は 、 自 然 減 と 社 会 減 と い う 二 つ の 構 造 的 要 因 に 対 し 、 相 互 に 連 動

し た 対 策 を 講 じ る こ と が 不 可 欠 で あ る 。  

自 然 減 へ の 対 応 は 、 出 生 数 の 回 復 を 短 期 的 な 成 果 と し て 追 う の で は な く 、

若 者 や 女 性 が 将 来 設 計 を 描 き 、 安 心 し て 子 ど も を 産 み 育 て ら れ る 社 会 環 境 を

整 え る と い う 長 期 的 視 点 に 立 っ て 進 め る 必 要 が あ る 。 出 産 ・ 子 育 て が 社 会 全

体 で 支 え ら れ る 営 み と な る よ う 、 制 度 と 環 境 の 整 備 を 継 続 す る こ と が 求 め ら

れ る 。  

社 会 減 へ の 対 応 に お い て は 、 転 出 を 抑 え 込 む の で は な く 、 出 て い く 自 由 を

前 提 に 、「 戻 る ・ 関 わ る ・ 選 ば れ る 」 地 域 社 会 を 構 築 す る こ と が 重 要 で あ

る 。 地 域 外 と の 関 係 を 維 持 し 、 U タ ー ン ・ I タ ー ン ・ 関 係 人 口 の 循 環 を 促 す

こ と で 、 地 域 の 再 生 産 力 を 高 め て い く 。  

こ れ ら 定 常 化 の 取 組 は 、 人 口 減 少 を 前 提 と し た 社 会 の 再 設 計 、 す な わ ち

「 強 靱 化 」 と 一 体 的 に 進 め る こ と で 初 め て 実 効 性 を 持 ち 、 地 域 社 会 の 持 続 可

能 性 と 選 ば れ る 地 域 づ く り に つ な が る 。  
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第 ３ 章  社 会 強 靱 化 対 策  

３-１ 強靱化の定義 ― 「人がいない」現実と向き合う ― 

定 常 化 が 人 口 減 少 の 流 れ を 緩 和 す る こ と で あ る の に 対 し 、 強 靱 化 と は 、 人

口 減 少 と 縮 小 社 会 を 前 提 に 、 地 域 の 制 度 ・ 生 活 基 盤 ・ 社 会 関 係 を 組 み 替 え 、

暮 ら し と 地 域 運 営 を 持 続 さ せ る 仕 組 み を 再 設 計 す る こ と で あ る 。  

日 本 社 会 は 既 に 本 格 的 な 人 口 減 少 期 に 入 り 、 地 方 で は よ り 早 く 深 刻 な 影 響

が 現 れ て い る 。 こ の 変 化 の 核 心 に あ る の が 、「 人 が い な い 」 と い う 現 実 で あ

る 。 行 政 、 医 療 、 福 祉 、 教 育 、 産 業 、 地 域 運 営 な ど 、 あ ら ゆ る 分 野 で 担 い 手

が 減 り 、 こ れ ま で 当 然 と さ れ て き た 仕 組 み が 維 持 で き な く な っ て い る 。  

こ の 「 人 が い な い 」 現 実 こ そ が 、 地 域 社 会 を 脆 弱 に し て い る 最 大 の 要 因 で

あ り 、 同 時 に 強 靱 化 に 向 け た 再 設 計 の 出 発 点 で あ る 。  

３-２ 社会強靱化対策の構造と対応の方向性 

「 人 が い な い 」 と い う 現 実 は 、 地 域 社 会 の あ ら ゆ る 領 域 に 影 響 を 及 ぼ し て

お り 、 こ れ に 対 応 す る に は 、 単 な る 対 症 療 法 で は な く 、 社 会 そ の も の の 構 造

的 な 再 設 計 が 求 め ら れ る 。  

し か し 、 人 口 減 少 に 合 わ せ て 社 会 を 再 設 計 す る だ け で は 十 分 で は な く 、 そ

う し た 状 況 下 で も 明 る い 未 来 を 描 き つ つ 、 若 者 や 女 性 を 含 む 多 様 な 人 び と が

安 心 し て 暮 ら し 続 け ら れ る 地 域 構 造 へ と 再 構 築 し て い く 必 要 が あ る 。  

そ こ で 、 社 会 強 靱 化 対 策 を 「 持 続 可 能 な 社 会 の 再 設 計 」 と 「 縮 小 の 中 で の

成 長 と 新 た な 価 値 の 創 造 」 の 大 き な 2 つ の 柱 で 整 理 す る 。  
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社会強靱化対策 ＝ 人口減少を前提に社会を再設計する対策 

├ 持続可能な社会の再設計 

│  ├ 空間と機能の再設計 

│  └ 社会関係の再設計 

   │ 

└ 縮小の中での持続的成長 

├ 地域資源を活かした新しい経済循環の創出 

├ 人材と学びの再構築 

└ 文化・景観・記憶の継承と再生 

 

３-３ 持続可能な社会の再設計 

限 ら れ た 人 と 資 源 で 地 域 社 会 を 維 持 す る に は 、 既 存 の 制 度 ・ サ ー ビ ス を そ

の ま ま 維 持 す る の で は な く 、 空 間 ・ 機 能 ・ 社 会 関 係 の 3 つ の 構 造 を 対 象 に 、

「 サ ー ビ ス や 機 能 の 再 編 と 人 の 再 配 置 」・「 省 力 化 ・ 省 人 化 の 徹 底 」・「 つ な が

り と 補 完 の 拡 大 」 の 3 方 向 か ら 再 設 計 を 進 め る 。  

（１）空間と機能の再設計 

① 空間の再設計 ― 拠点集中と自律分散、ネットワーク化 ― 

人 口 減 少 が 進 む 中 で 、 地 域 空 間 を 持 続 的 に 維 持 す る に は 、「 拠 点 へ の 集

約 」 と 「 周 辺 地 域 の 自 律 分 散 」 と い う 二 つ の 方 向 か ら 構 造 を 見 直 す こ と が 求

め ら れ る 。 そ の 目 的 は 、 地 域 の 中 で 「 ど こ に 住 む か 」「 ど こ へ 移 る か 」 と い

う 暮 ら し の 自 由 の 保 障 に あ る 。  

▸拠 点 へ の 機 能 集 約 と 集 住 の 誘 導  

行 政 ・ 医 療 ・ 教 育 ・ 商 業 な ど の 機 能 を 拠 点 地 区 に 集 約 し 、 利 便 性 の

高 い 生 活 環 境 を 整 え る 。 居 住 と 移 動 の 自 由 を 前 提 に 、 人 口 と サ ー ビ

ス を 計 画 的 に 誘 導 し 、 個 人 の 選 択 の 自 由 と 地 域 全 体 の 持 続 性 を 両 立

さ せ る 「 コ ン パ ク ト ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型 社 会 」 を 形 成 す る 。  

・サービスや機能の再編と人の再配置 

・省力化・省人化の徹底 

・つながりと補完の拡大 

対
応
の
方
向 
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▸非 拠 点 地 域 の 生 活 基 盤 の 維 持  

一 方 で 、 生 ま れ 育 っ た 場 所 で 暮 ら し 続 け た い と い う 住 民 の 思 い を 尊

重 し 、 デ ジ タ ル や 遠 隔 支 援 な ど を 活 用 し て 最 低 限 の 生 活 機 能 を 維 持

す る 。 拠 点 と 周 辺 を 交 通 ・ 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク で 結 び 、 拠 点 と 周 辺 が

相 互 に 補 完 し 合 う 多 層 的 な 空 間 構 造 を つ く る こ と で 、 地 域 全 体 が 規

模 に 応 じ て 最 適 に 機 能 す る 社 会 を 実 現 す る 。  

▸ム ラ じ ま い へ の 対 応  

人 口 減 少 が 限 界 を 超 え る 地 域 で は 、 住 民 の 意 思 を 尊 重 し つ つ 、 不 要

と な る イ ン フ ラ の 縮 退 ・ 撤 去 ・ 自 然 回 復 を 計 画 的 に 進 め る 。 空 間 を

「 放 棄 」 で は な く 「 再 生 」 の 対 象 と し て 捉 え 、 景 観 や 文 化 を 次 の 世

代 に つ な ぐ 仕 組 み を 整 え る 。  

② 機能の再設計 ― 暮らしを支える基盤の保障 ― 

医 療 ・ 教 育 ・ 交 通 ・ 上 下 水 道 な ど 、 社 会 を 支 え る 機 能 を 従 来 の 形 で 維 持 す

る こ と が 難 し く な っ て い る 。 今 後 は 、 地 域 の 実 情 に 応 じ て 機 能 を 統 合 ・ 再

編 ・ 効 率 化 し 、 限 ら れ た 資 源 を 最 適 に 配 分 す る 仕 組 み へ 転 換 す る 必 要 が あ

る 。  

▸生 活 サ ー ビ ス の 再 配 置  

医 療 、 教 育 、 福 祉 、 交 通 な ど の 公 共 サ ー ビ ス と と も に 、 買 物 環 境 や

ガ ソ リ ン ス タ ン ド な ど の 民 間 サ ー ビ ス も 生 活 に 不 可 欠 な サ ー ビ ス で

あ り 、 拠 点 地 区 に 官 民 の サ ー ビ ス を 集 約 し 、 非 拠 点 地 域 で は モ バ イ

ル ・ 遠 隔 ・ 巡 回 な ど の 補 完 的 サ ー ビ ス を 組 み 合 わ せ る 。 こ れ に よ

り 、 距 離 や 人 手 の 制 約 が あ っ て も 、 誰 も が 必 要 な 支 援 に ア ク セ ス で

き る 体 制 を 確 保 す る 。  
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▸基 盤 イ ン フ ラ の 再 構 築  

上 下 水 道 、 電 力 、 通 信 、 廃 棄 物 処 理 な ど の イ ン フ ラ は 、 共 同 化 ・ 集

約 化 に よ っ て 維 持 コ ス ト を 抑 制 す る と と も に 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

を 活 用 し た 自 給 型 イ ン フ ラ に 転 換 す る 。 と り わ け 非 拠 点 地 域 で は 、

地 域 資 源 を 活 か し た 小 規 模 分 散 型 の エ ネ ル ギ ー ・ 水 循 環 シ ス テ ム を

整 備 し 、 災 害 時 に も 機 能 が 止 ま ら な い 強 靱 な 生 活 基 盤 を 築 く 。  

▸行 政 機 能 の 再 構 築  

市 町 村 が 担 っ て き た 総 合 行 政 の 維 持 が 難 し く な っ て お り 、 今 後 は 、

広 域 連 携 の 強 化 、 県 の 補 完 、 組 織 再 編 の 三 方 向 か ら 行 政 機 能 を 再 設

計 す る こ と が 不 可 欠 で あ る 。 ま ず 、 中 心 市 を 核 に し た 圏 域 単 位 で 行

政 ・ 公 共 サ ー ビ ス の 共 同 実 施 を 進 め る こ と が 現 実 的 で あ る 。 県 は そ

の 広 域 調 整 役 と し て 、 専 門 人 材 ・ デ ー タ ・ 技 術 支 援 の 提 供 や 制 度 設

計 ・ 財 政 調 整 を 担 い 、 圏 域 間 の 連 携 を 推 進 す る 役 割 を 果 た す 。  

た だ し 、 県 の 人 口 も 中 規 模 の 市 の 水 準 ま で 減 少 し て お り 、 県 自 身 も

県 内 市 町 村 と 同 様 の 課 題 を 抱 え て い る 。 し た が っ て 、 行 政 機 能 ご と

に 最 適 な 範 囲 で 再 配 置 す る こ と や 、 合 併 を 含 む 行 政 単 位 の 再 編 な

ど 、 行 政 機 能 を 持 続 さ せ る た め の あ ら ゆ る 手 段 を 、 早 い 段 階 か ら 検

討 す る 必 要 が あ る 。  

（２）社会関係の再設計 ― 分散社会に対応した新しいつながりの構築 ― 

人 口 減 少 と 高 齢 化 が 進 む 中 で 、 地 縁 ・ 血 縁 に 依 拠 し た 共 同 体 の 多 く が 機 能

不 全 に 陥 っ て い る 。 も は や か つ て の 地 域 の 姿 に 戻 す こ と は で き ず 、 分 散 化 し

た 社 会 で も 支 え 合 え る 新 し い 関 係 構 造 を 築 く こ と が 求 め ら れ る 。  
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▸デ ジ タ ル に よ る 補 完  

オ ン ラ イ ン 交 流 や 地 域 SNS な ど の デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し 、 物 理 的 距

離 を 超 え て 支 え 合 う 仕 組 み を 整 え る 。 地 域 外 の 人 材 や 専 門 家 と も 連

携 し 、 分 散 社 会 型 の 共 助 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 す る 。  

▸拠 点 に よ る 再 結 節  

拠 点 地 区 を リ ア ル な 交 流 と 支 援 の 中 核 と し 、 行 政 ・ 福 祉 ・ 教 育 ・

NPO な ど 多 様 な 主 体 が 連 携 し て 、 デ ジ タ ル で 得 た 関 係 を 現 場 に 結 び

付 け る 。 オ ン ラ イ ン と オ フ ラ イ ン を 循 環 さ せ る こ と で 、 小 規 模 地 域

で も 支 え 合 い を 維 持 す る 。  

▸多 様 な 主 体 の 参 画 （ 若 者 ・ 女 性 な ど ）  

若 者 や 女 性 を 地 域 づ く り の 中 心 的 主 体 と し て 位 置 づ け 、 世 代 ・ 性 別

を 超 え て 多 様 な 住 民 が 地 域 運 営 に 関 わ る 構 造 を 整 え る こ と が 必 要 で

あ る 。 家 事 ・ 育 児 ・ 介 護 な ど の 負 担 の 偏 り を 是 正 し 、 ア ン コ ン シ ャ

ス ・ バ イ ア ス （ 無 意 識 の 思 い 込 み ） な ど 、 参 画 を 妨 げ る 要 因 を 社 会

全 体 で 解 消 す る こ と で 、 多 様 な 主 体 が 活 か さ れ る 持 続 的 な 関 係 性 が

形 成 さ れ る 。  

▸外 国 人 と の 共 生  

外 国 人 を 労 働 力 と し て だ け で な く 、 地 域 社 会 の 構 成 員 ・ 生 活 者 と し

て 位 置 づ け 、 多 文 化 を 前 提 と し た 関 係 構 造 を 再 構 築 す る 。 言 語 ・ 教

育 ・ 生 活 支 援 な ど の 環 境 整 備 を 進 め 、 地 域 全 体 が 多 様 な 価 値 観 を 受

け 入 れ な が ら 共 に 暮 ら す 仕 組 み を つ く る こ と で 、 地 域 社 会 の 包 容 力

と 創 造 性 が 高 ま る 。  →  次 ペ ー ジ の ＜ コ ラ ム ＞ 参 照  
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▸ム ラ の 暮 ら し ・ 文 化 ・ 信 仰 の 継 承  

ム ラ じ ま い を 単 な る 衰 退 で は な く 、「 暮 ら し ・ 文 化 ・ 信 仰 を 次 の 形 に

引 き 継 ぐ 移 行 」 と し て 捉 え る 。 生 活 や 文 化 を 拠 点 へ 再 配 置 し 、 記 憶

や 信 仰 を 次 世 代 へ 継 承 す る 取 組 を 支 援 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

▸広 域 連 携 と 関 係 の 継 承  

地 域 ご と の 課 題 や 資 源 を 県 全 体 で 共 有 し 、 行 政 ・ 企 業 ・ 大 学 ・ NPO

な ど が 協 働 し て 情 報 ・ 人 材 ・ ノ ウ ハ ウ を 循 環 さ せ る 「 地 域 連 携 ネ ッ

ト ワ ー ク （ 中 間 支 援 機 能 ）」 を 整 備 す る 。 こ う し た 広 域 の 関 係 性 が 、

分 散 社 会 を 支 え る 「 見 え な い 支 え 合 い の 構 造 」 と な る 。   
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＜コラム＞ 外国人との共生の在り方について ― 地域の自律を前提とした開かれた社会へ ― 

 

※ 本 項 は 、 人 口 減 少 社 会 の 中 で 外 国 人 と の 共 生 を ど う 位 置 づ け る か に つ い て 、 議 論 喚 起 を  

目 的 に 特 記 し た も の で あ る 。  

 

人 口 減 少 対 策 に お け る 外 国 人 受 け 入 れ の 問 題 は 、「 国 と は 何 か 」「 国 民 と は

何 か 」「 地 域 社 会 は い か な る 共 同 体 を 目 指 す の か 」 と い っ た 根 源 的 な 問 い を 伴

う 課 題 で す 。 そ の た め 、 そ の 在 り 方 に つ い て は 、 短 期 的 な 人 手 不 足 へ の 対 応

と し て で は な く 、 慎 重 か つ 中 長 期 的 、 総 合 的 な 検 討 が 求 め ら れ ま す 。  

人 口 減 少 が 進 む 中 で 、 人 手 不 足 を 補 う た め に 低 賃 金 の 労 働 力 と し て 外 国 人

の 受 け 入 れ を 進 め る こ と は 、 日 本 に 希 望 を 抱 い て 来 る 外 国 人 に 対 し て 誠 実 な

姿 勢 と は 言 え ま せ ん 。 こ う し た 受 け 入 れ の 在 り 方 は 、 日 本 人 の 労 働 環 境 の 改

善 に も つ な が ら ず 、 結 果 と し て 賃 金 水 準 や 働 き 方 の 見 直 し を 遅 ら せ る 要 因 に

も な り ま す 。 ま た 、 無 秩 序 な 受 け 入 れ は 、 地 域 の 自 律 性 を 損 な い 、 社 会 の 基

盤 を 一 層 不 安 定 に す る お そ れ が あ り ま す 。 一 時 的 に 人 手 不 足 の 緩 和 に つ な が

る 場 合 が あ っ て も 、 地 域 の 持 続 的 な 発 展 や 真 の 共 生 に は 結 び つ き ま せ ん 。  

し た が っ て 、 外 国 人 と の 共 生 は 、 明 確 な 理 念 と 制 度 設 計 を 前 提 と し た う え

で 、 地 域 の 実 情 に 応 じ て 計 画 的 ・ 段 階 的 に 進 め る 必 要 が あ り ま す 。 国 に よ る

制 度 整 備 と 並 行 し て 、 自 治 体 や 地 域 社 会 が 主 体 的 に 受 け 入 れ の 仕 組 み を 整

え 、 外 国 人 を 「 労 働 力 」 と し て で は な く 、「 生 活 者 」「 地 域 の 一 員 」 と し て 迎

え 入 れ る 姿 勢 が 重 要 で す 。  

そ の た め に は 、 雇 用 の 確 保 に と ど ま ら ず 、 教 育 、 住 宅 、 医 療 、 福 祉 、 行 政

サ ー ビ ス な ど 、 暮 ら し 全 体 を 支 え る 環 境 づ く り が 欠 か せ ま せ ん 。 地 域 住 民 と

外 国 人 が 日 常 生 活 を 通 じ て 関 わ り 合 い 、 互 い の 文 化 や 価 値 観 を 理 解 し な が ら

共 に 暮 ら す こ と で 、 は じ め て 実 質 的 な 多 文 化 共 生 が 実 現 し ま す 。  

外 国 人 と の 共 生 は 、 地 域 の 「 開 放 性 」 を 示 す 象 徴 で あ る と 同 時 に 、 そ の 成

熟 度 を 映 す 鏡 で も あ り ま す 。 自 律 し た 地 域 が 外 に 向 か っ て 開 き 、 学 び 合 い 、

支 え 合 う 関 係 を 築 く こ と が で き た と き 、 地 域 社 会 は よ り 強 靱 で 包 容 力 の あ る

姿 へ と 進 化 し て い き ま す 。  
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３-４ 縮小の中での持続的成長 ― 未来につながる豊かさの創出 ― 

縮 小 を 前 提 に し な が ら も 、 地 域 が 自 ら の 資 源 と 人 材 を 活 か し 、 新 し い 価 値

と 豊 か さ を 生 み 出 す 社 会 へ と 歩 み を 進 め る 。「 量 の 拡 大 」 か ら 「 質 の 充 実 」

へ と 価 値 観 を 転 換 し 、 地 域 の 誇 り と 希 望 を 育 て る こ と が 重 要 で あ る 。  

縮 小 の 中 で も 、 地 域 が 豊 か に 息 づ く 社 会 を 描 く こ と こ そ 、 強 靱 化 の も う 一

つ の 姿 で あ る 。  

（１）地域資源を活かした新しい経済循環の創出 

▸地 域 の 自 然 ・ 文 化 ・ 産 業 な ど の 資 源 を 「 守 る 」 か ら 「 活 か す 」 へ と 転 換  

し 、 農 林 水 産 業 ・ 観 光 ・ エ ネ ル ギ ー ・ 福 祉 な ど を 組 み 合 わ せ た 複 合 的 な  

産 業 モ デ ル を 形 成 す る 。  

▸外 部 依 存 か ら 地 域 循 環 型 経 済 へ の 転 換 を 進 め る た め 、 地 域 通 貨 や 協 同 組  

合 、 地 域 商 社 な ど 小 規 模 分 散 型 の ビ ジ ネ ス を 支 え る 仕 組 み を 整 備 す る 。  

▸県 は 、 地 域 資 源 を 核 と し た 産 業 創 出 の 支 援 や 地 域 内 循 環 を 促 す 制 度 設 計  

を 推 進 す る 。  

（２）人材と学びの再構築 

▸人 口 減 少 社 会 で は 、 人 材 の 数 よ り も 関 わ り 方 の 多 様 性 が 鍵 と な る 。 地 域  

 の 中 で 複 数 の 役 割 を 持 ち 、 兼 業 ・ 副 業 ・ ボ ラ ン テ ィ ア を 通 じ て 地 域 を 支  

え る 人 材 を 育 て る こ と が 重 要 で あ る 。  

▸学 校 教 育 ・ 社 会 教 育 ・ 企 業 研 修 を 通 じ て 、 地 域 課 題 を 学 び ・ 実 践 で き る  

「 地 域 学 」 や 「 リ ス キ リ ン グ 」 の 機 会 を 拡 充 す る 。 デ ジ タ ル 環 境 を 活 か  

し 、 働 く ・ 学 ぶ ・ 暮 ら す に つ い て 、 距 離 を 越 え た 人 材 循 環 の 仕 組 み を 構  

築 す る 。  

▸県 は 、 産 学 官 金 連 携 に よ る 人 材 育 成 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 整 備 し 、 都 市 と  

地 方 を つ な ぐ 関 係 人 口 の 拡 大 を 後 押 し す る 。  
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（３）文化・景観・記憶の継承と再生 

▸消 滅 し て い く 集 落 や 施 設 の 中 に は 、 長 年 培 わ れ た 文 化 や 信 仰 、 生 活 の 知  

恵 が 息 づ い て い る 。 そ れ ら を 地 域 の 新 し い 創 造 の 素 材 と し て 受 け 継 ぐ こ  

と が 重 要 で あ る 。  

▸空 き 家 や 廃 校 を 活 用 し た ア ー ト ・ 教 育 ・ 観 光 拠 点 の 形 成 、 地 域 行 事 や 文  

化 資 産 の デ ジ タ ル ア ー カ イ ブ 化 な ど 、 文 化 の 継 承 と 地 域 の 再 生 を 一 体 で  

進 め る 仕 組 み を 整 え る 。  

▸県 は 、 地 域 文 化 の 創 造 的 継 承 を 支 え る た め の 「 文 化 ・ 地 域 再 生 フ ァ ン  

ド 」 の 設 置 な ど 、 財 政 的 ・ 人 的 支 援 を 検 討 す る 。  

３-５ まとめ ― 強靱化に向けた社会構造の再整理 ― 

人 口 減 少 が 進 む 中 で 地 域 社 会 を 持 続 さ せ る た め に は 、 従 来 の 制 度 や 暮 ら し

の 形 を 前 提 と し た 維 持 で は な く 、 社 会 の 構 造 そ の も の を 再 設 計 す る 視 点 が 不

可 欠 で あ る 。  

本 章 で は 、 空 間 ・ 機 能 ・ 社 会 関 係 と い う 三 つ の 構 造 を 対 象 に 、 再 編 と 再 配

置 、 省 力 化 、 つ な が り の 再 構 築 を 進 め る こ と で 、 限 ら れ た 人 と 資 源 で も 地 域

が 機 能 し 続 け る 社 会 の 姿 を 示 し た 。 拠 点 へ の 集 約 と 自 律 分 散 を 組 み 合 わ せ た

空 間 構 造 、 生 活 を 支 え る 機 能 の 再 構 築 、 分 散 社 会 に 対 応 し た 新 た な 関 係 性 の

形 成 は 、 い ず れ も 人 口 減 少 を 「 受 け 止 め 、 適 応 す る 」 た め の 基 盤 で あ る 。  

同 時 に 、 縮 小 を 前 提 と し な が ら も 、 地 域 資 源 や 人 材 を 活 か し 、 新 た な 価 値

と 豊 か さ を 生 み 出 す 取 組 を 重 ね る こ と で 、 地 域 は 将 来 に 向 け た 希 望 を 持 ち 続

け る こ と が で き る 。 強 靱 化 と は 、 単 に 耐 え し の ぐ こ と で は な く 、 変 化 の 中 で

社 会 を 更 新 し 続 け る 力 を 育 て る こ と で あ る 。  

本 章 で 示 し た 「 強 靱 化 」 の 視 点 を 踏 ま え 、 次 章 で は 、 鳥 取 県 が こ れ ま で 講

じ て き た 人 口 減 少 対 策 を 振 り 返 り 、 そ の 到 達 点 と 限 界 を 検 証 す る 。   
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第 ４ 章  こ れ ま で の 鳥 取 県 の 人 口 減 少 対 策 の 検 証  

４-１ 先進的に取り組んできた鳥取県の人口対策 

鳥 取 県 は 全 国 で 最 も 人 口 の 少 な い 県 と し て 、 他 地 域 に 先 ん じ て 人 口 減 少 の

現 実 に 直 面 し て き た 。 2000 年 代 後 半 以 降 、 少 子 化 対 策 、 移 住 ・ 定 住 促 進 、

若 者 ・ 女 性 の 定 着 支 援 、 地 域 活 性 化 な ど 、 多 面 的 な 施 策 を 積 み 重 ね て き た 。  

2010 年 に は 「 子 育 て 王 国 と っ と り 」 を 宣 言 し 、 出 産 ・ 育 児 環 境 の 整 備 を

進 め る と と も に 、 都 市 部 と の 交 流 を 通 じ た 関 係 人 口 の 拡 大 、 移 住 ・ 定 住 支 援

の 体 制 整 備 、 地 元 就 職 や 創 業 支 援 な ど 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 取 組 を 継 続 し て

い る 。 ま た 、 2015 年 に 国 の 「 地 方 創 生 」 が 始 動 し た 際 に は 、 県 版 の 地 方 創

生 総 合 戦 略 を 策 定 し 、 人 口 減 少 へ の 対 応 を 総 合 的 に 進 め る 体 制 を 整 え た 。  

こ う し た 流 れ の 中 で 、 鳥 取 県 は 人 口 減 少 を 早 期 か ら 重 要 課 題 と し て 位 置 づ

け 、 対 策 を 計 画 的 に 体 系 化 し て き た と い え る 。  

４-２ 施策の成果とその意義 

こ れ ま で の 取 組 に よ り 、 一 定 の 成 果 が 着 実 に 積 み 上 げ ら れ て き た 。  

▸出 生 率 の 維 持  

出 生 数 は 減 少 し て い る が 、 合 計 特 殊 出 生 率 は 2000 年 代 以 降 お お む

ね 1.5～ 1.7 の 範 囲 で 推 移 し て い る 。 2022 年 に は 1.60 を 記 録 、

2023 年 に は 1.44、 2024 年 に は 1.43 に な っ た も の の 、 全 国 平 均

1.15 を 上 回 る 水 準 で あ り 、 全 国 的 に も 上 位 に 位 置 し て い る 。  
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年次別合計特殊出生率 

 

政府統計の総合窓口（ｅ－Ｓｔａｔ） 

 

▸移 住 者 の 増 加  

県 外 へ の 転 出 超 過 は 依 然 と し て 続 い て い る が 、 2020 年 度 に は 転 出

数 の 減 少 に よ り 、 一 部 の 年 齢 層 で 転 入 超 過 が み ら れ る な ど 、 取 組 が

一 定 の 抑 制 効 果 を も た ら し て い る と み ら れ る 。  

▸子 育 て 環 境 の 充 実  

高 校 生 ま で の 医 療 費 無 償 化 、 保 育 料 軽 減 、 不 妊 治 療 費 助 成 、 待 機 児

童 ゼ ロ の 維 持 な ど 、 子 育 て 支 援 策 の 充 実 が 進 め ら れ て お り 、 安 心 し

て 子 ど も を 産 み 育 て ら れ る 環 境 づ く り に 寄 与 し て い る 。  

 

こ れ ら の 取 組 は 、 人 口 減 少 と い う 全 国 的 な 潮 流 の 中 に あ っ て も 、 地 域 の 暮

ら し を 支 え る 基 礎 的 条 件 を 維 持 ・ 強 化 し よ う と す る 継 続 的 努 力 の 成 果 で あ

る 。  

 

1.2   全国平均 

1.44 鳥取県 

1.6   沖縄県 

0.99  東京都 



26 

 

４-３ それでもなお進む人口減少 ― 限界と課題 ― 

一 方 で 、 こ う し た 成 果 に も か か わ ら ず 、 人 口 減 少 の 大 き な 流 れ を 逆 転 さ せ

る に は 至 っ て い な い の が 現 実 で あ る 。  

▸出 生 数 の 減 少  

出 生 率 は 維 持 さ れ て い る も の の 、 出 生 数 そ の も の は 減 少 を 続 け て い

る 。 2000 年 頃 に 約 6,000 人 だ っ た 出 生 数 は 、 2024 年 に は 3,092

人 ま で 減 少 し た 。  

 

 

令和６年鳥取県人口移動調査結果 

▸若 年 層 の 流 出  

進 学 や 就 職 を 契 機 に 県 外 へ 流 出 す る 若 年 層 が 多 く 、 特 に 20 代 前 半

の 女 性 の 流 出 が 顕 著 で 、 こ う し た 傾 向 が 将 来 の 出 生 数 や 定 住 人 口 の

減 少 を 加 速 さ せ て い る 。  

▸社 会 減 の 継 続  

一 時 的 に 転 入 超 過 と な る 年 度 も あ っ た が 、 長 期 的 に は 転 出 超 過 が 継

続 し て お り 、 社 会 減 の 構 造 的 傾 向 を 克 服 す る に は 至 っ て い な い 。  

 



27 

 

 

令和６年鳥取県人口移動調査結果 

▸地 域 間 格 差 の 拡 大  

中 山 間 地 域 や 小 規 模 集 落 で は 人 口 減 少 と 高 齢 化 が 急 速 に 進 行 し 、 生

活 イ ン フ ラ や 公 共 サ ー ビ ス の 維 持 が 困 難 に な っ て お り 、 存 続 自 体 が

問 わ れ る 地 域 も あ る 。  

▸施 策 の 断 片 化 と 戦 略 の 限 界  

個 別 事 業 は 一 定 の 効 果 を 上 げ て い る も の も あ る が 、 ラ イ フ ス テ ー ジ

や 生 活 圏 を 横 断 す る 総 合 的 な 政 策 体 系 と し て は 十 分 に 機 能 し て い る

と は 言 い 難 い 。  

こ れ ら の 課 題 は 、 行 政 の 努 力 の 不 足 に よ る も の で は な く 、 全 国 共 通 の 構 造

的 な 人 口 動 態 の 変 化 に 由 来 す る 側 面 が 大 き い 。 し た が っ て 、 今 後 は 個 別 施 策

の 積 み 重 ね で は な く 、 地 域 社 会 の 構 造 そ の も の を 見 直 す 包 括 的 ・ 戦 略 的 な 再

構 築 が 求 め ら れ て い る 。 ま た 、 こ れ ま で の 取 組 は 分 野 ご と の 個 別 事 業 と し て

展 開 さ れ て き た 面 が あ り 、 政 策 間 の 連 携 や 理 念 の 共 有 、 施 策 効 果 の 検 証 ・ 再

設 計 の 仕 組 み が 十 分 に 確 立 さ れ て い な い 。  

今 後 は 、 子 育 て ・ 雇 用 ・ 教 育 ・ 地 域 振 興 な ど を 横 断 的 に 捉 え 、 政 策 全 体 を

貫 く 一 貫 し た 方 向 性 の も と で 推 進 す る こ と が 求 め ら れ る 。  
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４-４ まとめ ― 成果の評価と次の段階への転換 ― 

鳥 取 県 は 、 全 国 で 最 も 人 口 の 少 な い 県 と し て 、 人 口 減 少 と い う 国 難 に 最 前

線 で 向 き 合 い な が ら 、 他 地 域 に 先 行 し て 多 様 な 施 策 を 展 開 し て き た 。 こ れ ら

の 取 組 は 、 全 国 平 均 を 上 回 る 成 果 を い く つ も 生 み 出 し 、 今 後 の 政 策 形 成 に お

け る 重 要 な 基 盤 と な っ て い る 。  

一 方 で 、 出 生 数 の 減 少 、 若 者 の 流 出 、 公 共 サ ー ビ ス の 縮 小 、 地 域 間 格 差 の

拡 大 と い っ た 問 題 は 、 個 々 の 施 策 の 努 力 を も っ て し て も 克 服 し が た い 構 造 的

な 壁 と し て 残 さ れ て い る 。  

こ う し た 課 題 は 、 単 に 一 県 の 取 組 に よ っ て 解 決 し う る も の で は な く 、 人 口

減 少 が 長 期 的 ・ 不 可 逆 的 に 進 行 す る と い う 現 実 を 直 視 す る こ と が 求 め ら れ て

い る 。  

し た が っ て 今 後 は 、 こ れ ま で の 成 果 を 正 当 に 評 価 し つ つ も 、 人 口 減 少 そ の

も の を 前 提 と し た 「 定 常 化 」 と 「 強 靱 化 」 と い う 新 た な 視 座 の も と で 、 地 域

社 会 の 構 造 と 暮 ら し の あ り 方 を 根 本 か ら 見 直 し て い く 必 要 が あ る 。  

特 に 、 施 策 間 の 連 携 を 強 化 し 、 県 と 市 町 村 、 地 域 住 民 が 共 通 の 理 念 と 方 向

性 を 共 有 す る 政 策 体 系 を 再 構 築 す る こ と が 重 要 で あ る 。  
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第 ５ 章  人 口 減 少 社 会 問 題 調 査 特 別 委 員 会 の 提 言  

５-１ 現実を見据えて ― 人口減少を前提に未来を描く ― 

鳥 取 県 は こ れ ま で 、 子 育 て 支 援 、 移 住 ・ 定 住 促 進 、 働 き 方 改 革 、 若 者 支 援

な ど 、 多 様 な 施 策 を 先 駆 的 に 展 開 し 、 全 国 的 に も 高 い 評 価 を 受 け て き た 。  

し か し 、 第 ４ 章 で 整 理 し た と お り 、 人 口 構 造 の 変 化 が 既 存 施 策 の 効 果 を 上

回 る 速 度 で 進 行 し て お り 、 従 来 の 延 長 線 上 の 対 策 で は 社 会 の 持 続 可 能 性 を 維

持 で き な い 構 造 的 限 界 が 明 確 に な っ て い る 。  

求 め ら れ て い る の は 、 人 口 減 少 を 前 提 に 「 地 域 の か た ち 」 と 「 暮 ら し の あ

り 方 」 を 再 設 計 し 、 限 ら れ た 人 と 資 源 で 社 会 を 支 え る 体 制 へ 転 換 す る こ と で

あ る 。  

そ の う え で 、 将 来 の 人 口 定 常 化 の 実 現 に 向 け 、 若 者 ・ 女 性 を は じ め と す る

多 様 な 人 々 が 、 鳥 取 と 関 わ り 続 け 、 暮 ら し 続 け ら れ る 関 係 の 構 造 を つ く る こ

と が 不 可 欠 で あ る 。  

５-２ 人口減少対策の目標 ― 人口 40 万人社会で定常化に向けて ― 

構 造 的 限 界 が 見 え た 現 状 の 対 策 を 続 け て い て も 、 こ れ 以 上 の 成 果 は 望 め な

い 。 必 要 な の は 、 将 来 像 を 見 据 え て 明 確 な 目 標 を 設 定 し 、 そ の 実 現 に 向 け て

着 実 に 成 果 を 積 み 上 げ て い く こ と で あ る 。  

そ の た め に 本 委 員 会 は 、 鳥 取 県 が 目 指 す べ き 人 口 の 姿 を 明 確 に し 、 到 達 す

べ き 目 標 を 以 下 の と お り 設 定 し た 。  

そ の う え で 、 こ れ ら の 実 現 に 向 け て 、 戦 略 的 か つ 総 合 的 に 施 策 を 構 築 し 、

成 果 指 標 を 明 確 に 定 め 、 PDCA サ イ ク ル を 通 じ て 進 捗 を 管 理 す る 体 制 の 確 立

を 求 め る 。  
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（１）定常化目標⇒ 2050 年に人口 40 万人規模での安定を目指す 

人 口 戦 略 会 議 は 、 出 生 率 の 回 復 や 雇 用 ・ 子 育 て 環 境 の 改 善 を 前 提 に 、

2100 年 ま で に 総 人 口 8,000 万 人 規 模 で の 定 常 化 を 目 指 す 長 期 ビ ジ ョ ン を 示

し て い る 。  

し か し 、 県 が 2100 年 と い う 極 め て 長 期 の 目 標 を 掲 げ る こ と は 、 政 策 の 検

証 可 能 性 や 財 政 の 見 通 し の 点 か ら 現 実 的 で は な い 。  

そ こ で 、 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 （ 令 和 5 年 推 計 ） が 示 す 2050 年

時 点 の 鳥 取 県 人 口 の 40 万 人 を 県 と し て 目 指 す べ き 中 期 的 な 到 達 点 と し て 設

定 す る 。  

こ れ は 、 県 の 財 政 規 模 ・ 行 政 体 制 ・ 地 域 イ ン フ ラ の 維 持 可 能 性 を 考 慮 し て

も 検 証 可 能 で 現 実 的 数 値 で あ る 。  

本 委 員 会 は 、 こ の 40 万 人 規 模 を 将 来 の 定 常 化 の 目 標 と し て 位 置 づ け る 。  

（２）具体的成果指標 ⇒ 合計特殊出生率 1.95、社会増 年間 +500～1,000 人 

定 常 化 目 標 の 達 成 に 向 け 、 出 生 率 に つ い て は 政 府 が 掲 げ る 希 望 出 生 率 1.8

を 踏 ま え つ つ 、 本 県 の 施 策 実 績 と 人 口 構 造 を 勘 案 し 、 合 計 特 殊 出 生 率  1.95

を 長 期 目 標 と し て 設 定 す る 。  

同 時 に 、 U タ ー ン ・ I タ ー ン ・ 二 地 域 居 住 の 循 環 を 強 化 し 、 年 間 500～

1,000 人 規 模 の 社 会 増 を 確 保 す る 。  

こ れ ら を 人 口 減 少 対 策 の 成 果 指 標 と し て 明 確 に 位 置 づ け 、 施 策 の 優 先 順 位

と 、 予 算 ・ 人 材 配 分 を 一 体 的 に 管 理 す る こ と で 、 定 常 化 目 標 の 実 現 に 向 け た

PDCA サ イ ク ル を 機 能 さ せ る こ と が 不 可 欠 で あ る 。  
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５-３ 政策体系の再整理と鳥取県の基本的役割 

（１）対策の構造的課題 

第 ４ 章 で 整 理 し た と お り 、 本 県 の 人 口 減 少 対 策 が 十 分 な 成 果 に つ な が っ て

い な い 背 景 に は 、 個 別 施 策 の 不 足 で は な く 、 急 速 に 進 む 人 口 減 少 に 対 し て 、

現 行 の 制 度 や 行 政 運 営 の 枠 組 み が 適 応 し に く く な っ て い る と い う 構 造 的 課 題

が あ る 。 主 な 課 題 は 次 の ３ 点 で あ る 。  

▸人 口 減 少 が 複 数 分 野 に ま た が る 横 断 的 な 課 題 で あ る に も か か わ ら ず 、  

政 策 統 合 が 進 み に く い こ と 。  

▸多 く の 基 盤 機 能 が 市 町 村 を 中 心 に 運 営 さ れ て い る た め 、 人 口 規 模 や 体  

制 に 応 じ て 対 応 力 に 差 が 生 じ や す い こ と 。  

▸医 療 、 公 共 交 通 、 上 下 水 道 、 公 共 施 設 な ど 、 人 口 規 模 に 応 じ た 再 編 を  

必 要 と す る 領 域 で 、 広 域 的 な 調 整 体 制 が 十 分 で な い こ と 。  

こ れ ら の 課 題 は 、 県 が 現 行 制 度 の 範 囲 で 努 力 し て き た う え で 、 な お 人 口 減

少 の 進 行 が 制 度 の 想 定 を 超 え て い る こ と に 起 因 す る も の で あ る 。  

今 後 、 人 口 定 常 化 と 社 会 強 靱 化 を 実 現 し て い く た め に は 、 県 と し て の 関 与

の あ り 方 そ の も の を 再 整 理 し 、 役 割 を 再 定 義 す る こ と が 不 可 欠 で あ る 。  

（２）県が果たすべき基本的役割 

上 記 の 構 造 的 課 題 を 踏 ま え て 、 県 が 担 う べ き 基 本 的 役 割 を 次 の ３ 点 に 整 理

す る 。  

▸県 全 体 の 将 来 像 と 政 策 の 方 向 性 を 示 す  ―  戦 略 の 司 令 塔  ―  

人 口 減 少 を 前 提 に 、 地 域 構 造 ・ 基 盤 サ ー ビ ス ・ 公 的 投 資 の 方 向 性 を

示 し 、 政 策 体 系 を 横 断 的 に 統 合 す る 。  
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将 来 人 口 を 見 据 え た 長 期 ビ ジ ョ ン を 策 定 し 、 施 策 の 優 先 順 位 付 け や

制 度 改 革 の 方 向 性 を 明 確 に し 、 県 全 体 の 意 思 決 定 を 支 え る 戦 略 中 枢

と し て の 役 割 を 担 う 。  

▸基 盤 機 能 を 広 域 で 設 計 ・ 調 整 す る  ―  広 域 マ ネ ジ メ ン ト 主 体  ―  

医 療 、 交 通 、 上 下 水 道 、 公 共 施 設 な ど 、 市 町 村 単 独 で は 維 持 が 困 難

な 基 盤 機 能 に つ い て 、 圏 域 単 位 で の 再 配 置 や 役 割 分 担 を 主 導 す る 。  

ま た 、 住 む 場 所 に 関 わ ら ず 、 医 療 ・ 交 通 ・ 水 道 ・ 通 信 等 の 基 礎 的 サ

ー ビ ス の 最 低 水 準 が 確 保 さ れ る よ う 、 そ の 維 持 と 広 域 調 整 を 県 の 責

務 と し て 位 置 づ け る 。  

▸市 町 村 や 地 域 と 制 度 を と も に 再 構 築 す る  ―  共 創 と 補 完 の 主 体  ―  

人 口 規 模 の 小 さ い 市 町 村 で は 対 応 が 難 し い 分 野 （ 企 画 、 人 材 育 成 、

デ ー タ 分 析 、 DX 等 ） を 補 完 し 、 企 業 、 教 育 機 関 、 金 融 機 関 、 地 域 団

体 と 協 働 し て 人 口 減 少 に 適 応 し た 制 度 や 仕 組 み を 構 築 す る 。  

専 門 人 材 ・ ノ ウ ハ ウ ・ デ ー タ 基 盤 を 提 供 し 、 地 域 の 取 組 を 下 支 え す

る 中 間 支 援 機 能 を 担 う こ と で 、 地 域 と と も に 制 度 の 再 設 計 を 進 め て

い く 。  

５-４ 人口減少を前提にした各提言 

人 口 減 少 の 進 行 に 対 し て 、 現 行 の 制 度 や 政 策 体 系 は 十 分 に 適 応 で き て お ら

ず 、 個 別 施 策 の 強 化 の み で は 効 果 が 限 定 的 と な っ て い る 。  

本 節 で は 、 人 口 減 少 を 前 提 に 政 策 体 系 を 再 設 計 す る た め の 基 本 的 な 方 向 性

を 示 す 。 自 然 減 ・ 社 会 減 の 双 方 に 対 応 す る 基 盤 的 な 施 策 と 、 地 域 社 会 の 強 靱

性 を 高 め る 制 度 改 革 を 整 理 し 、 県 全 体 と し て の 戦 略 的 転 換 の 必 要 性 を 明 確 に

す る 。  
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提言１ 【定常化】自然減対策 ― 若者と女性に選ばれる地域へ向けた基盤づくり ― 

鳥 取 県 の 自 然 減 は 、 単 な る 出 生 数 の 減 少 で は な く 、（ １ ） 若 者 が 地 域 に と

ど ま り に く い 構 造 、（ ２ ） 女 性 が 生 き づ ら さ を 抱 え る 環 境 、（ ３ ） 子 育 て の 負

担 が 過 重 な 社 会  と い う 三 層 の 課 題 が 重 層 的 に 作 用 し て 生 じ て い る 。  

こ れ ら は 、 い ず れ も 合 計 特 殊 出 生 率 を 決 定 す る 主 要 因 で あ り 、 若 者 層 の 定

着 は 出 生 年 齢 人 口 の 確 保 に つ な が り 、 女 性 の 働 き や す さ と 生 き や す さ は 家 庭

形 成 ・ 出 産 の 選 択 に 直 結 し 、 子 育 て 基 盤 の 充 実 は ２ 人 目 ・ ３ 人 目 の 出 産 に 進

み や す い 環 境 を 整 え る 。 し た が っ て 、 三 層 の 基 盤 を 同 時 に 整 え る こ と は 、 合

計 特 殊 出 生 率 1.95 を 目 指 す 本 県 に と っ て 不 可 欠 な 前 提 と な る 。  

以 下 、 そ の 三 層 ご と に 、 県 が 果 た す べ き 役 割 と 方 向 性 を 整 理 す る 。  

（１）若者が地域にとどまりにくい構造の解消に向けて 

＜ 目 標 ＞  

若 者 が 「 地 域 に 残 る ・ 戻 る ・ 関 わ る 」 こ と を 現 実 的 な 選 択 肢 と し て 描 け る

よ う 、 収 入 ・ 住 ま い ・ 学 び ・ 地 域 参 加 の 四 つ の 基 盤 を 整 え る 。  

＜ 県 の 役 割 ＞  

こ れ ま で 分 野 ご と に 運 営 さ れ て き た 施 策 を 、 若 者 定 着 と い う 共 通 目 的 で 再

統 合 す る 横 断 調 整 機 能 を 担 い 、 産 業 ・ 教 育 ・ 住 宅 ・ 地 域 参 加 を 横 断 す る 政 策

体 系 と し て 束 ね る 司 令 塔 機 能 を 担 う 。  

＜ 主 な 施 策 の 方 向 性 ＞  

従 来 施 策 の 拡 張 で は な く 、 若 者 施 策 を 一 つ の 体 系 と し て 扱 う 仕 組 み づ く り

が 核 と な る 。  

▸若 者 関 連 施 策 を 集 約 し 、 成 果 指 標 を 継 続 的 に 点 検 す る 横 断 組 織 の 整 備  

▸若 者 や 女 性 が 自 分 ら し く 生 き 、 将 来 に 展 望 が 持 て る よ う 「 十 分 な 収  

入 」「 ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス 」「 安 定 し た 雇 用 」 な ど を 確 保 で き る 産 業  

構 造 へ の 転 換 を 促 す  
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▸U・ I タ ー ン 、 県 内 定 着 に 関 す る 目 標 ・ 指 標 の 明 確 化 と 年 次 評 価  

▸企 業 ・ 大 学 ・ 市 町 村 と の 協 働 に よ る 若 者 参 加 ・ 実 践 の 場 の 創 出  

▸住 宅 、 働 き 方 、 学 び 直 し 支 援 を 「 若 者 の 暮 ら し 」 と い う 視 点 で 再 整 理  

（２）女性が生きづらさを抱える環境の改善に向けて 

＜ 目 標 ＞  

女 性 が キ ャ リ ア の 断 絶 や 生 活 負 荷 の 偏 り を 理 由 に 地 域 を 離 れ る こ と な く 、

安 心 し て 暮 ら せ る 環 境 を 整 え る 。  

＜ 県 の 役 割 ＞  

女 性 支 援 を 社 会 ・ 経 済 を 支 え る 基 盤 政 策 と し て 位 置 づ け 、 ジ ェ ン ダ ー に 起

因 す る 課 題 を 政 策 形 成 プ ロ セ ス に 組 み 込 む 部 局 横 断 の 視 点 を 確 立 す る 。  

＜ 主 な 施 策 の 方 向 性 ＞  

女 性 政 策 を 部 局 横 断 の 視 点 で 扱 う 県 の 姿 勢 を さ ら に 明 確 に す る 。  

▸働 き や す さ ・ 家 庭 と の 両 立 支 援 に 関 す る 企 業 支 援 の 重 点 化 （ 助 成 ・  

認 証 等 の 連 動 ）  

▸女 性 の 生 活 の 安 心 に つ な が る 移 動 ・ 医 療 ア ク セ ス な ど の 基 盤 整 備  

▸妊 娠 前 か ら 育 児 期 ま で 切 れ 目 な く 包 括 的 に 支 援 で き る 連 携 体 制 の 構 築  

▸女 性 の 意 見 や 経 験 を 政 策 形 成 に 反 映 す る 仕 組 み の 整 備  

▸男 性 の 家 事 ・ 育 児 ・ 介 護 等 へ の さ ら な る 参 画 推 進  

▸ア ン コ ン シ ャ ス ・ バ イ ア ス （ 無 意 識 の 思 い 込 み ）、 ジ ェ ン ダ ー ギ ャ ッ  

プ の 解 消 に 向 け た 取 組 を 進 め る  

（３）子育ての負担が過重な社会からの脱却 

＜ 目 標 ＞  

出 産 ・ 子 育 て が 個 人 や 家 庭 だ け に 過 度 に の し か か ら な い よ う 、 安 心 し て 産

み 育 て ら れ る 社 会 的 基 盤 を 整 え る 。  
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＜ 県 の 役 割 ＞  

市 町 村 ご と に 質 や 量 に 差 が 生 じ て い る 子 育 て 環 境 を 、 県 が 広 域 的 ・ 標 準 的

な 枠 組 み へ と 再 構 成 し 、 面 的 に 支 え る 役 割 を 果 た す 。  

＜ 主 な 施 策 の 方 向 性 ＞  

施 策 の 羅 列 で は な く 、 県 が ど の 領 域 を ど う 支 え る か を 明 確 化 す る 。  

▸保 育 ・ 産 後 ケ ア ・ 放 課 後 児 童 ク ラ ブ ・ 相 談 支 援 な ど 、 子 育 て 支 援 に 関  

す る 標 準 的 な 水 準 の 整 理  

▸人 口 減 少 が 進 む 地 域 で の 広 域 的 な 保 育 ・ 放 課 後 児 童 ク ラ ブ 運 営 の 検 討  

▸妊 娠 ～ 子 育 て 期 の 情 報 や 相 談 を つ な ぐ デ ジ タ ル 基 盤 （ DX） の 整 備  

▸不 妊 治 療 へ の 経 済 的 ・ 心 理 的 支 援 や 、 プ レ コ ン セ プ シ ョ ン ケ ア の 普 及  

啓 発 お よ び 相 談 体 制 の 整 備  

▸男 性 の 育 児 参 加 を 促 進 す る 制 度 ・ 職 場 環 境 の 整 備  

▸保 育 ・ 子 育 て 関 連 人 材 の 確 保 を 県 全 体 の “戦 略 職 種 ”と し て 支 援  

提言２ 【定常化】社会減対策 ― 「出る自由」を前提にした人口循環の構築 ― 

本 県 で は 移 住 ・ 転 入 者 が 増 加 し 、 こ れ ま で の 取 組 は 一 定 の 成 果 を 上 げ て い

る 。 し か し 依 然 と し て 、 進 学 ・ 就 職 に 伴 う 若 年 層 の 転 出 が 転 入 を 上 回 り 、 社

会 減 は 続 い て い る 。  

そ の 背 景 に は 、 出 て い く 人 と 戻 る 人 の “量 の 不 均 衡 ”が 存 在 し 、 U タ ー ン を

中 心 と し た 人 口 循 環 の 規 模 が な お 不 足 し て い る と い う 構 造 的 課 題 が あ る 。  

一 方 で 、 移 住 者 の 過 度 な 呼 び 込 み は 自 治 体 間 競 争 を 激 化 さ せ 、 持 続 可 能 な

人 口 政 策 に つ な が り に く い 。  

重 要 な の は 、「 出 て い く 自 由 」 を 前 提 に 、「 い つ で も 戻 れ る 」「 離 れ て も 関

わ れ る 」 関 係 を 制 度 と し て 維 持 し 、 結 果 と し て 循 環 人 口 を 増 や す こ と で あ

る 。  
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そ こ で 、 当 委 員 会 で は 社 会 減 対 策 と し て 、（ １ ） 関 係 継 続 の 基 盤 整 備 、

（ ２ ） 転 入 ・ 移 動 の 実 現 支 援 、（ ３ ） 定 着 ・ 活 躍 の 持 続  の 三 層 を 一 体 で 設

計 し 、 U タ ー ン を 核 に し た 人 口 循 環 を 再 構 築 す る こ と を 提 言 す る 。  

（１）関係継続の基盤整備 

＜ 目 標 ＞  

県 外 へ 進 学 ・ 就 職 し た 若 者 が 、 地 域 と の 関 係 を 失 わ ず 、 将 来 の 「 戻 る ・ 関

わ る 」 選 択 を 現 実 的 に 描 け る 状 態 を つ く る 。  

＜ 県 の 役 割 ＞  

県 外 に 出 た 若 者 の 進 路 ・ キ ャ リ ア 情 報 を 継 続 的 に 把 握 で き る 関 係 継 続 基 盤

（ デ ー タ ＋ 交 流 ＋ 支 援 ） を 整 備 す る 役 割 を 担 う 。  

＜ 主 な 施 策 の 方 向 性 ＞  

「 若 者 と 地 域 の 関 係 を 切 ら さ な い 」 こ と を 軸 に 、 教 育 ・ 企 業 ・ 行 政 が 一 体

と な っ た 統 合 的 な 関 係 継 続 シ ス テ ム を 構 築 す る 。  

▸高 校 ・ 大 学 ・ 企 業 が 一 気 通 貫 で 連 携 で き る キ ャ リ ア デ ー タ 基 盤 の 整 備  

▸卒 業 後 も 情 報 が 途 切 れ な い 追 跡 ・ 交 流 の 仕 組 み づ く り  

▸ふ る さ と 教 育 の 体 系 化 と 効 果 検 証  

▸県 外 大 学 と 連 携 し た イ ン タ ー ン ・ 実 践 プ ロ グ ラ ム の 恒 常 化  

（２）移動・転入の実現支援 

＜ 目 標 ＞  

U・ I タ ー ン を 希 望 す る 人 が 、 住 ま い ・ 生 活 ・ 仕 事 の 見 通 し を 持 ち な が

ら 、 安 心 し て 移 り 住 む こ と が で き る 環 境 を 整 え る 。  

＜ 県 の 役 割 ＞  

生 活 （ 住 ま い ・ 交 通 ・ 医 療 ・ 子 育 て ・ コ ミ ュ ニ テ ィ ） と 仕 事 （ 就 業 ・ 働 き

方 ） の 双 方 を 一 体 的 に 扱 う 総 合 的 U・ I タ ー ン 支 援 の 中 核 と な る 。  
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＜ 主 な 施 策 の 方 向 性 ＞  

生 活 の 受 け 皿 の 整 備  

▸空 き 家 ・ 賃 貸 等 の 住 ま い 確 保 支 援 の 一 元 化  

▸医 療 ・ 交 通 ・ 通 信 ・ 買 い 物 な ど 生 活 イ ン フ ラ 情 報 の 可 視 化  

▸広 域 交 通 や 地 域 交 通 の 確 保  

▸コ ミ ュ ニ テ ィ 受 入 の “無 理 の な い 距 離 ”の 仕 組 み 化  

▸生 活 ・ 仕 事 ・ 子 育 て の 一 体 的 ワ ン ス ト ッ プ 支 援  

仕 事 の 受 け 皿 の 整 備  

▸経 験 ・ 専 門 性 に 基 づ く 高 度 な マ ッ チ ン グ 体 制 の 整 備  

▸越 境 ワ ー ク ・ 副 業 な ど 多 様 な 働 き 方 の 支 援  

▸中 小 企 業 の 組 織 開 発 ・ DX 支 援  

▸行 く ／ 戻 る ／ 行 き な が ら 関 わ る ／ 戻 ら ず 支 え る 、 循 環 型 キ ャ リ ア パ ス  

の 形 成  

（３）定着・活躍の持続基盤 

＜ 目 標 ＞  

U・ I タ ー ン を 選 ん だ 人 が 、 住 ま い ・ 働 き 方 ・ 地 域 と の 関 わ り に 不 安 な く

暮 ら し 続 け ら れ る よ う 、 県 と 市 町 村 が そ れ ぞ れ の 役 割 を 生 か し な が ら 定 着 の

基 盤 を 整 え る 。  

＜ 県 の 役 割 ＞  

住 ま い ・ 交 通 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ と い っ た 生 活 基 盤 に つ い て 、 広 域 的 視 点 か ら

必 要 な 基 盤 整 備 や 情 報 基 盤 の 構 築 、 地 域 間 の 調 整 を 担 う 。  

＜ 主 な 施 策 の 方 向 性 ＞  

▸空 き 家 活 用 ・ 住 宅 確 保 に 関 し 、 市 町 村 が 取 組 を 支 え る た め の 情 報 基 盤  

や 支 援 メ ニ ュ ー の 整 理 ・ 標 準 化  
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▸移 動 手 段 の 確 保 に つ い て 、 幹 線 交 通 や 広 域 的 な モ ビ リ テ ィ 環 境 の 調 整  

（ 地 域 交 通 は 市 町 村 の 主 体 性 を 尊 重 ）  

▸コ ミ ュ ニ テ ィ 受 け 入 れ に 関 し 、 中 間 支 援 や ノ ウ ハ ウ 共 有 の 仕 組 み を 整  

え 、 市 町 村 と 地 域 が 無 理 な く 受 け 入 れ で き る 環 境 を 後 方 支 援  

▸移 住 後 の 生 活 ・ 仕 事 ・ 子 育 て な ど に 関 す る 不 安 に 関 し て 、 市 町 村 の 相  

談 支 援 を 補 完 す る 広 域 的 な 伴 走 体 制 の 構 築  

提言３ 【強靭化】空間と機能の再設計 ― 拠点集中と自律分散の両立 ― 

＜ 目 標 ＞  

東 ・ 中 ・ 西 の 各 圏 域 で 、 生 活 ・ 福 祉 ・ 経 済 の 機 能 を 支 え る 拠 点 構 造 を 形 成

し 、 非 拠 点 地 域 で は 自 律 分 散 型 の 暮 ら し を 支 え つ つ 、「 ど こ に 住 ん で も 命 と

暮 ら し の 基 礎 は 守 ら れ る 」 状 態 を 実 現 す る 。  

＜ 県 の 役 割 ＞  

土 地 利 用 、 交 通 、 公 共 施 設 、 上 下 水 道 、 エ ネ ル ギ ー 等 を 包 含 す る 広 域 的 な

空 間 政 策 の 司 令 塔 と し て 、 以 下 を 主 導 す る  

▸多 層 的 な 拠 点 構 造 の 設 計  

▸広 域 イ ン フ ラ の 再 編 ・ 共 同 化 の 推 進  

こ れ に よ り 、 市 町 村 が 担 う 地 域 運 営 の 持 続 性 を 下 支 え し 、 圏 域 全 体 で の 最

適 化 を 図 る 。  

＜ 主 な 施 策 の 方 向 性 ＞  

▸拠 点 へ の 機 能 集 約 と 集 住 の 誘 導  

圏 域 拠 点 ・ 市 町 村 拠 点 ・ 地 区 拠 点 か ら 成 る 多 層 的 拠 点 構 造 を 明 確 化

し 、 土 地 利 用 ・ 交 通 ・ 住 宅 ・ 公 共 施 設 を 一 体 的 に 再 配 置 す る 。  

地 域 の 実 情 に 応 じ 、 医 療 ・ 子 育 て ・ 商 業 ・ 行 政 な ど の 主 要 機 能 を 拠

点 に 集 め 、 住 民 が 安 心 し て 暮 ら せ る 生 活 圏 を 形 成 す る 。  

 



39 

 

▸非 拠 点 地 域 の 生 活 基 盤 の 維 持  

通 信 ・ 電 力 ・ 給 水 ・ 救 急 ア ク セ ス 等 の 基 礎 的 イ ン フ ラ は 、 公 的 責 任

と し て 自 律 分 散 型 で 確 保 す る 。 そ の 他 の 生 活 機 能 は デ ジ タ ル 技 術 ・

モ バ イ ル サ ー ビ ス 等 で 補 完 し 、 公 助 、 共 助 、 自 助 の 役 割 分 担 を 明 確

に し た 持 続 可 能 な 提 供 体 制 へ 移 行 す る 。  

▸ム ラ じ ま い ・ 集 落 じ ま い へ の 対 応  

人 口 減 少 が 限 界 を 超 え た 地 域 で は 、 住 民 意 思 を 尊 重 し つ つ 、 将 来 方

針 を 「 撤 退 」・「 再 生 」・「 保 存 」 と い っ た 選 択 肢 で 整 理 す る 。  

不 要 と な っ た イ ン フ ラ に つ い て は 計 画 的 な 縮 減 を 進 め る 一 方 、 自 然

環 境 や 文 化 資 源 の 価 値 を 高 め る 「 グ リ ー ン リ タ ー ン 」 へ 転 換 す る 。  

提言４ 【強靭化】社会関係の再設計 ― 分散社会に対応した新たな関係づくり ― 

＜ 目 標 ＞  

地 縁 ・ 血 縁 だ け に 依 存 し な い 、 デ ジ タ ル と リ ア ル が 補 完 し 合 う 関 係 基 盤 を

整 え る 。 そ の う え で 、 多 様 な 人 々 が 共 生 し 、 地 域 内 外 と の 協 働 を 通 じ て 価 値

を 生 み 出 す 「 創 造 の 場 」 を 各 地 に 形 成 す る 。  

＜ 県 の 役 割 ＞  

デ ジ タ ル 共 助 ・ デ ジ タ ル 民 主 主 義 、 多 文 化 共 生 、 文 化 ・ 景 観 ・ 記 憶 の 継

承 、 学 び と 人 材 育 成 と い っ た 領 域 を 横 断 的 に 支 え る 中 間 支 援 機 能 を 整 備 し 、

「 つ な が り と 創 造 の イ ン フ ラ 」 を 提 供 す る 。  

＜ 主 な 施 策 の 方 向 性 ＞  

▸デジタル共助とデジタル民主主義 

デジタル技術を地域をつなぐ「関係インフラ」と位置づけ、見守り・相談・共

助の仕組みと、政策形成への参加や対話の機会の提供を一体で支える仕組みを

構築する。 
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▸若者・女性が活躍できる参画構造 

自治会・地域組織・NPO・行政・議会等、地域運営の場に、若者・女性が継続

的に関われるルールと環境を整える。あわせて、ケア負担の平準化を進め、多

様な人が参加できる持続的な地域参加モデルをつくる。 

▸外国人を含めた共生社会 

外国人を労働力ではなく地域の一員として迎え、受入れから生活支援・教育・

地域活動への参画までを支える多文化共生体制を整える。 

▸文化・景観・記憶と学びの再構築 

風景・祭り・建物・信仰などを「地域資本」として捉え直し、デジタルアーカ

イブや地域プロジェクトを通じて次世代へ継承する。 

そのうえで、学校教育・社会教育・リスキリングを結ぶ「学びの循環」をつく

り、地域の文化と人材育成を両輪で支える。 

提言５ 【強靱化】未来につながる豊かさの創出 ― 縮小の中での持続的成長 ― 

人 口 減 少 に 対 応 し た 社 会 の 再 編 だ け で は 、 地 域 の 持 続 性 と 将 来 展 望 を 確 保

す る こ と は で き な い 。 人 口 が 減 っ て も な お 、 地 域 が 価 値 を 生 み 出 し 、 外 部 と

つ な が り 、 人 材 や 投 資 を 惹 き つ け 続 け る 構 造 を 備 え る こ と こ そ が 、 人 口 減 少

社 会 に 求 め ら れ る 新 た な 強 靱 性 で あ る 。  

そ の た め に 、 経 済 ・ 人 材 ・ 文 化 の 各 領 域 に お い て 創 造 の 循 環 を 支 え る 基 盤

を 再 構 築 し 、 縮 小 社 会 に お け る 持 続 的 成 長 の モ デ ル を 再 定 義 す る 必 要 が あ

る 。  

以 下 で は そ の 方 向 性 を 整 理 す る 。  

（１）地域資源を活かした新しい経済循環の創出 

＜ 目 的 ＞  

地 域 内 で 価 値 と 資 金 が 循 環 し 、 人 口 減 で も 地 域 が 縮 ま な い 自 立 型 の 経 済 基

盤 を つ く る 。  
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＜ 県 の 役 割 ＞  

地 域 資 源 を 核 と し た 産 業 循 環 を 支 え る た め 、 次 の 役 割 を 担 う 。  

▸地 域 循 環 型 経 済 に 向 け た 広 域 的 な 制 度 ・ 支 援 枠 組 み の 設 計  

▸金 融 支 援 と 産 業 支 援 を 結 び つ け る 環 境 整 備  

▸市 町 村 ・ 金 融 機 関 ・ 大 学 ・ 企 業 が 連 携 で き る 基 盤 の 構 築  

＜ 主 な 施 策 の 方 向 性 ＞  

▸地 域 資 源 の 複 合 的 活 用 に よ る 産 業 モ デ ル の 転 換  

農 林 水 産 ・ 観 光 ・ エ ネ ル ギ ー ・ 福 祉 な ど を 組 み 合 わ せ た 「 複 合 型 産

業 モ デ ル 」 を 育 成 し 、 外 部 依 存 型 か ら 地 域 循 環 型 へ 移 行 す る 。  

▸地 域 内 循 環 を 促 す 仕 組 み の 整 備  

地 域 通 貨 、 地 域 商 社 、 協 同 組 合 、 事 業 承 継 支 援 な ど 、 地 域 内 で 資

金 ・ 人 材 ・ ノ ウ ハ ウ が 回 る 仕 組 み を 制 度 面 か ら 支 え る 。  

▸産 業 支 援 の 協 働 体 制 の 構 築  

税 制 ・ 金 融 支 援 ・ 規 制 緩 和 に 加 え 、 中 小 企 業 の DX、 人 材 育 成 、 起 業

支 援 を 組 み 合 わ せ 、 企 業 の 成 長 と 産 業 の 持 続 性 を 支 え る 体 制 を 整 え

る 。  

（２）人材と学びの再構築 

＜ 目 的 ＞  

人 口 減 少 が 進 む 中 で も 、 地 域 の 未 来 を 支 え る 人 材 が 継 続 的 に 育 つ よ う 、 学

校 ・ 地 域 ・ 企 業 の 学 び を 循 環 さ せ 、 若 者 が 地 域 と 関 わ り 続 け る 経 路 を 確 保 す

る 構 造 を つ く る 。  

＜ 県 の 役 割 ＞  

人 口 減 少 に よ っ て 個 々 の 学 校 ・ 地 域 ・ 企 業 で は 担 い き れ な い 機 能 が 増 え る

中 、 県 は 次 の 三 つ の 基 盤 整 備 を 担 う 。  

▸「 学 び の 循 環 」 を 実 現 す る 制 度 設 計 と 財 源 の 再 構 築  
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▸教 育 と 産 業 を 接 続 す る 広 域 的 な 連 携 イ ン フ ラ の 構 築  

▸市 町 村 ・ 学 校 ・ 企 業 が 無 理 な く 連 携 で き る 共 通 基 盤 の 整 備  

＜ 主 な 施 策 の 方 向 性 ＞  

▸学 び の 分 断 を 超 え る 統 合 的 な 仕 組 み づ く り  

学 校 教 育 ・ 社 会 教 育 ・ リ ス キ リ ン グ ・ 雇 用 支 援 を 一 体 と し て 捉 え 、

キ ャ リ ア 形 成 の 連 続 性 を 高 め る 制 度 的 枠 組 み を 整 備 す る 。  

▸キ ャ リ ア 教 育 と リ ス キ リ ン グ の 体 系 化  

地 域 課 題 や 産 業 構 造 の 変 化 を 踏 ま え 、 学 校 段 階 の キ ャ リ ア 教 育 と 社

会 人 の 学 び 直 し を 連 動 さ せ る 教 育 体 系 を 構 築 す る 。  

▸中 間 的 な 「 共 育 の 場 」 の 整 備  

学 校 ・ 企 業 ・ 地 域 が 協 働 す る 探 究 活 動 、 イ ン タ ー ン 、 プ ロ ジ ェ ク ト

学 習 等 を 県 が 基 盤 整 備 ・ 調 整 支 援 す る こ と で 、 学 び と 地 域 の 接 続 を

強 化 す る 。  

▸制 度 的 ・ 財 源 的 基 盤 の 整 備  

学 び の 循 環 を 持 続 さ せ る た め 、 制 度 設 計 、 財 源 確 保 、 人 材 育 成 の 枠

組 み を 県 が 主 導 し て 構 築 す る 。  

（３）文化・景観・記憶の継承と再生 

＜ 目 的 ＞  

人 口 減 少 が 進 む 中 に あ っ て も 、 地 域 の 核 と な る 文 化 ・ 景 観 ・ 生 活 資 源 を 未

来 へ 継 承 し 、 地 域 の 誇 り ・ 帰 属 意 識 ・ 関 係 人 口 を 育 む こ と で 、 地 域 社 会 の 持

続 力 と 創 造 力 を 高 め る 。  

＜ 県 の 役 割 ＞  

文 化 ・ 景 観 ・ 観 光 ・ 環 境 な ど 複 数 分 野 に ま た が る 領 域 を 横 断 し 、 個 々 の 市

町 村 だ け で は 担 い き れ な い 次 の 基 盤 整 備 を 行 う 。  

▸文 化 ・ 景 観 を 地 域 資 本 と し て 活 用 す る 仕 組 み の 構 築  
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▸市 町 村 ・ 地 域 団 体 を 支 え る 中 間 支 援 と 専 門 支 援 の 整 備  

▸デ ジ タ ル 活 用 に よ る 継 承 ・ 発 信 基 盤 の 構 築  

＜ 主 な 施 策 の 方 向 性 ＞  

▸文 化 ・ 景 観 ・ 記 憶 の 保 全 と 活 用 の 両 立  

保 存 だ け に と ど ま ら ず 、 文 化 を 「 地 域 の 再 生 力 」「 関 係 人 口 を 生 む 資

本 」 と し て 戦 略 的 に 活 か す 仕 組 み を 整 え る 。  

▸デ ジ タ ル に よ る 継 承 と 活 用  

文 化 ・ 景 観 ・ 暮 ら し の 記 憶 を デ ジ タ ル ア ー カ イ ブ と し て 保 存 し 、 映

像 ・ 展 示 ・ 観 光 ・ 教 育 な ど へ の 利 活 用 を 進 め る 。  

▸地 域 が 主 体 的 に 選 び 取 る 仕 組 み の 支 援  

何 を 残 し 、 ど う 活 か す か の 判 断 を 地 域 で 行 え る よ う 、 県 は 専 門 家 派

遣 、 制 度 設 計 、 財 源 支 援 な ど の 中 間 支 援 を 行 う 。  

▸文 化 を 軸 に し た 地 域 の 結 束 と 創 造 性 の 強 化  

文 化 の 再 生 を 通 じ て 、 地 域 の 誇 り 、 帰 属 意 識 、 多 世 代 の つ な が り を

強 化 し 、 人 口 減 少 社 会 に お け る 持 続 す る 力 を 育 て る 。  

提言６ 推進体制とガバナンス ― 人口 40 万人でも持続可能な鳥取モデルへ ― 

人 口 減 少 社 会 で は 、 施 策 の 断 片 的 な 積 み 上 げ で は 効 果 が 出 な い こ と は 、 本

提 言 の 中 で 繰 り 返 し 述 べ て き た 。  

空 間 ・ サ ー ビ ス ・ 産 業 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ を 再 設 計 す る 「 構 造 転 換 」 を 、 10

年 ・ 20 年 の 視 野 で 一 貫 し て 進 め る こ と が 必 要 で あ り 、 そ の た め に は 、 県 が

長 期 ビ ジ ョ ン の 下 で 分 野 横 断 の 調 整 と 共 創 の 仕 組 み を 整 え 、 市 町 村 ・ 民 間 ・

大 学 と と も に 推 進 す る 体 制 を 構 築 す る こ と が 不 可 欠 で あ る 。  
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＜ 県 の 役 割 ＞  

▸2050 年 を 見 据 え た 「 人 口 定 常 化 ・ 社 会 強 靱 化 ビ ジ ョ ン 」 の 策 定  

人 口 構 造 ・ 地 域 構 造 の 将 来 像 を 示 し 、 重 点 分 野 、 投 資 方 針 、 広 域 連

携 の 方 向 性 を 明 確 に す る 。  

▸圏 域 ご と の 地 域 構 想 づ く り の 支 援 と 広 域 調 整 機 能 の 強 化  

東 ・ 中 ・ 西 の 圏 域 で 、 地 域 特 性 に 基 づ く 構 想 を 策 定 し 、 県 は 圏 域 間

の 機 能 分 担 や 広 域 的 な イ ン フ ラ ・ 人 材 確 保 の 調 整 を 担 う 。  

▸庁 内 横 断 の 「 人 口 定 常 化 ・ 社 会 強 靱 化 戦 略 推 進 本 部 （ 仮 称 ）」 の 設 置  

分 野 横 断 の 政 策 調 整 、 進 捗 管 理 、 成 果 共 有 を 一 元 的 し 、 全 庁 的 な 取

り 組 み 体 制 を 構 築 す る 。  

▸官 ・ 民 ・ 学 ・ 金 の 共 創 に よ る 実 践 プ ロ ジ ェ ク ト の 展 開  

エ ネ ル ギ ー 、 農 業 、 福 祉 、 教 育 な ど の 分 野 で 、 地 域 と 企 業 ・ 大 学 ・

金 融 機 関 等 が 協 働 す る プ ロ ジ ェ ク ト を 継 続 的 に 創 出 す る 。  

▸デ ー タ に 基 づ く 政 策 マ ネ ジ メ ン ト の 確 立  

人 口 ・ 社 会 指 標 を 一 体 で 管 理 で き る デ ー タ 基 盤 を 整 備 し 、 年 次 レ ビ

ュ ー を 通 じ て 政 策 を 改 善 す る サ イ ク ル を 確 立 す る 。  

県 は 、 こ う し た 推 進 体 制 の も と で 広 域 調 整 と 共 創 に よ る リ ー ダ ー シ ッ プ を

発 揮 し 、「 人 口 40 万 人 で も 持 続 可 能 な 鳥 取 モ デ ル 」 を 全 国 に 先 駆 け て 提 示

す る こ と が 求 め ら れ る 。  
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５-５ むすび ― 日本の未来を先取りし、地域の方向性を示す ― 

本 提 言 は 、 ま ず 「 人 口 減 少 の ト レ ン ド は 当 面 止 ま ら な い 」「 既 存 の 人 口 対

策 で は 構 造 的 変 化 に 追 い つ か な い 」 と い う 二 つ の 事 実 を 直 視 す る と こ ろ か ら

出 発 し た 。 人 口 減 少 は 、 出 生 率 の 低 下 、 都 市 集 中 、 社 会 構 造 の 変 容 な ど 多 層

的 要 因 が 絡 み 合 う 国 家 規 模 の 課 題 で あ り 、 一 自 治 体 の 努 力 だ け で 解 決 で き る

も の で は な い 。  

そ の な か で 本 委 員 会 は 、 鳥 取 県 と し て 果 た す べ き 役 割 を 、 可 能 な 限 り 明 確

に 整 理 し た 。 提 言 で は 、 人 口 減 少 の 構 造 分 析 か ら 始 め 、 鳥 取 県 の 現 状 と 課 題

を 抽 出 し 、 今 後 の 政 策 の 方 向 性 と 推 進 体 制 に つ い て 体 系 的 に 示 し た 。  

分 析 や 考 察 に 十 分 で な い 点 が あ る か も し れ な い が 、 本 提 言 は 「 結 論 の 提

示 」 で は な く 、「 議 論 と 政 策 形 成 を 加 速 さ せ る た め の 起 点 」 と し て 位 置 づ け

て い る 。 人 口 減 少 対 策 に 確 立 さ れ た 解 が 存 在 し な い 以 上 、 必 要 な の は 、 目 標

と 成 果 指 標 を 明 確 に し 、 PDCA を 着 実 に 回 し な が ら 改 善 を 積 み 重 ね る 不 断 の

取 り 組 み で あ る 。  

鳥 取 県 は 、 全 国 で 最 も 人 口 規 模 の 小 さ な 県 で あ る と 同 時 に 、 日 本 が こ れ か

ら 直 面 す る 未 来 像 を 先 取 り す る 地 域 で も あ る 。 人 口 40 万 人 規 模 で 社 会 を 維

持 す る 「 定 常 化 社 会 」 の 構 築 、 そ し て 定 常 化 と 強 靱 化 を 統 合 し た 「 鳥 取 モ デ

ル 」 の 提 示 は 、 地 方 の 持 続 可 能 性 を 問 う 全 国 的 課 題 に 対 し て 、 鳥 取 か ら 示 す

こ と の で き る 重 要 な 貢 献 で あ る 。  

県 、 市 町 村 、 企 業 、 教 育 機 関 、 NPO、 そ し て 県 民 一 人 ひ と り が 、「 若 者 と

女 性 に 選 ば れ る 鳥 取 県 」 と い う 共 通 目 標 の も と で 行 動 を 重 ね る と き 、 鳥 取 県

は 人 口 減 少 を 前 提 と し つ つ も 、 持 続 可 能 で 魅 力 あ る 社 会 を 自 ら の 意 思 で 形 づ

く る こ と が で き る 。 未 来 を 悲 観 す る の で は な く 、 日 本 の 次 の 時 代 の 方 向 性 を

示 す 地 域 と し て 歩 み 出 す こ と こ そ 、 本 提 言 が 込 め た 最 大 の メ ッ セ ー ジ で あ

る 。  
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次 世 代 へ 確 か な 地 域 を 引 き 継 ぐ た め に 、 今 こ そ 、 と も に 考 え 、 と も に 実 行

へ 踏 み 出 す こ と を 呼 び か け る 。  

 

2025 年 12 月  

鳥 取 県 議 会 人 口 減 少 問 題 調 査 特 別 委 員 会  

  



 

 

■委員会の活動状況 

開催日 主な議題、協議事項 

令和 5 年 6 月 26 日 特別委員会設置 

令和 5 年 6 月 29 日 

（第１回特別委員会） 

正副委員長の互選 

重点調査事項について 

令和 5 年 10 月 12 日 

（第２回特別委員会） 

（１）本県の将来人口推計 

（２）個別課題に係る現状と県の取組状況 

 ・買物環境確保について 

 ・生活交通確保について 

令和 5 年 12 月 19 日 

（第３回特別委員会） 

個別課題に係る現状と県の取組状況 

・人口減少によって生じる県内経済への影響（現状及び将

来見通し）と課題 

・人口減少によって生じる県内農林水産業への影響（現状

及び将来見通し）と課題、担い手確保に向けた県の取組 

・中山間地域における集落機能の維持と集落活動の担い手

確保に向けた県の取組 

令和 6 年 3 月 21 日 

（第４回特別委員会） 

個別課題に係る現状と県の取組状況 

・移住促進に係る県の取組状況 

・子育て環境整備に係る県の取組状況 

・少子化対策に係る県の取組状況 

令和 6 年 7 月 2 日 

（第５回特別委員会） 

（１）今後の委員会の進め方について 

（２）分科会について 

「人口減少定常化分科会」、「人口減少社会強靱化分科会」 

設置 

令和 6 年 9 月 5,10,11 日 

【人口減少社会強靱化分科会】 

県内調査（県内７市町の集落での人口・世帯数、生活イン

フラ、買い物環境、公共交通、福祉サービスなどの状況に

ついて聞き取り調査） 

令和 6 年 9 月 9 日 

【人口減少定常化分科会】 

県内調査（県内小規模高校との意見交換会） 

令和 6 年 9 月 10 日 

【人口減少定常化分科会】 

県内調査（森のようちえんの取組、移住者との意見交換会

等） 

令和 6 年 10 月 9 日 

（第６回特別委員会） 

各分科会における取組状況について 

・人口減少定常化分科会 

・人口減少社会強靱化分科会 

令和 6 年 10 月 14 日～16 日 

【人口減少定常化分科会】 

県外調査（北海道：地域と連携した人材育成、特色ある高

校づくり、ふるさと教育、移住促進の取組等） 

  



 

 

開催日 主な議題 

令和 6 年 11 月 1 日 

【人口減少定常化分科会】 

県内調査（県内８町との意見交換会） 

令和 6 年 11 月 26 日 

【人口減少社会強靱化分科会】 

県外調査（島根県：中山間地域活性化対策、小さな拠点づ

くり、人口推計等） 

令和 6 年 12 月 18 日 

（第７回特別委員会） 

（１）各分科会における取組状況について 

・人口減少定常化分科会 

・人口減少社会強靱化分科会 

（２）今後の委員会の進め方について 

令和 7 年 3 月 21 日 

（第８回特別委員会） 

各分科会における課題の整理について 

・人口減少定常化分科会 

・人口減少社会強靱化分科会 

令和 7 年 6 月 27 日 

（第９回特別委員会） 

（１）正副委員長の互選 

（２）今後の委員会の進め方について 

（３）課題の整理について 

令和 7 年 10 月 7 日 

（第１０回特別委員会） 

（１）人口戦略会議の最終提言について 

（２）今後の委員会の進め方について 

令和 7 年 12 月 19 日 

（第１１回特別委員会） 

提言書（案）について 

 

■人口減少社会調査特別委員会委員名簿 

  委  員  長   川 部   洋（令和 5 年 6 月 29 日から令和 7 年 6 月 27 日

まで副委員長、同日から委員長） 

副 委 員 長     鹿 島   功（令和 7 年 6 月 27 日から副委員長） 

     委     員    伊 藤   保（令和 7 年 6 月２４日委員辞任） 

     〃     内 田 博 長 

〃     広 谷 直 樹 

〃     福 田 俊 史（令和 5 年 6 月 29 日から令和 7 年 6 月 

                27 日まで委員長） 

〃     坂 野 経三郎 

〃       福 浜 隆 宏 

〃     西 村 弥 子 

〃     東 田 義 博 

〃     入 江   誠 

〃     前 田 伸 一 

〃     前 住 孝 行 

〃     村 上 泰二朗（令和 7 年 6 月 2４日委員選任） 

 


